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序文

国立大学法人愛媛大学の敷地は、松山市内および愛媛県内各所に点在し、敷地総面積は464ヘク

タールに及ぶｄそのうち、本部事務局と４つの学部が所在する城北団地には文京遺跡、農学部と附

属高等学校がある樽味団地には樽味遺跡、国際交流会館がある鱈子団地では麿子遺跡、教職員宿舎

のある北吉井団地では桑原西稲葉遺跡など、数多くの遺跡がある。愛媛大学では、埋蔵文化財調査

室を設置し、校舎建設や営繕工事等の際、埋蔵文化財への影響度をはかるための試掘調査を行い、

埋蔵文化財が諸工事で影響を受ける場合には、影響度に応じて全面調査、立会調査の発掘調査を実

施してきた。さらに、大学構内における遺跡の有無や精度の高い分布状況を把握する確認調査を実

施し、埋蔵文化財の保護に努めている。そうした試掘・立会．確認調査の小規模調査についての成

果報告と、大規模な全面調査の概要報告をまとめ、年度ごとの事業報告を加えて、埋蔵文化財調査

室年報を刊行してきた。本書は、その2007年度の報告である。

本書をまとめるにあたっては、多くの機関・部局・個人の方々 から協力を得た。その労に深く感

謝するとともに、本書が大学内外の多くの方々に利用・活用されることを祈念します。

平成21年１月５日

』

愛媛大学埋蔵文化財調査室

室長田崎博之



例

１．本書は、愛媛大学埋蔵文化財調査室が2007年度に実施した事業、大学構内で実施した試掘・立会・確認形式で

行った小規模調査の成果と全面調査の概要を報告する愛媛大学埋蔵文化財調査室年報であり、愛媛大学埋蔵文

化財調査報告ＸⅨにあたる。

2．埋蔵文化財調査室では、本格全面調査・構内遺跡確認調査については、遺跡ごとに調査次数を付しているが、

同時に、1975年から始まった大学構内の発掘調査まで遡って、立会・試掘形式の小規模調査も含めた、すべて

の調査に調査番号を与えている。調査番号は、西暦の下３桁の後に年度ごとの調査順に01からの２桁の通し番

号を加えた５桁の番号で表示している。調査番号に加えて、複数の地点（トレンチ）を調査した場合、－の後

に地点番号を付して表示している。

００４０１－４

３．

調査年度（西暦の下３桁）

年度ごとの調査順に付した番号

調査地点が複数時の調査区番号

一
一
一
口

一

本書では、遺構番号に冠して、掘立柱建物：ＳＢ，竪穴式住居:ＳＣ，溝:ＳＤ、炉跡・竃:ＳＦ、柵列：ＳＡ，水田：

SS，土壌：ＳＫ，柱穴・小穴：ＳＰ，自然流路：ＳＲ，その他の遺構：ＳＸの記号で遺構の種別を表している。

本書で表示した方位・標高数値は、全面調査においては、日本測地系（TokyoDatum）平面直角座標系第Ⅳ

系にしたがっている。ただし、試掘・立会・確認調査で座標系が利用できなかった場合は、調査地点周囲の平

板測量成果を掲載し、磁北を表示している。

土色・遺物の色調は、小山正忠・竹原秀雄編著（農林水産省農林水産技術会議事務局監修）『新版標準土色帖』

に準拠しているが、本文中ではマンセル記号は省略した。

本書に使用した遺構図は、田崎博之・吉田広・三吉秀充・宮崎直栄・漬田美加が作成し浄写を行った。

本書に使用した遺物図は、漬田が作成し浄写を行った。

本書で使用した写真は、田崎・吉田・三吉・潰田が撮影した。

本書は田崎・吉田・三吉が執筆し、田崎が編集を行った。

本書に報告した調査に係わる記録類・出土遺物は、愛媛大学埋蔵文化財調査室において保管している。
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Ｉ埋蔵文化財調査委員会と埋蔵文化財調査室の事業

Ｉ埋蔵文化財調査委員会と埋蔵文化財調査室の事業

ｌ埋蔵文化財調査委員会

２００７（平成１９）年度の埋蔵文化財調査委員会は、

2007年７月25日（第１回）と2008年３月18日（第２回）

に開催された。2007年度の埋蔵文化財調査委員会の体

制は以下の通りである。

委員長林和男（副学長）

委員亀井崇（副学長、総務・施設・情報担当）

委員小淵港（法文学部長）

委員下僚信行（法文学部・教授）

委員松原弘宣（法文学部・教授）

委員曲田清維（教育学部長）

委員川岡勉（教育学部・教授）

委員野倉嗣紀（理学部長）

委員大西丘倫（医学部長）

委員高松雄三（工学部長）

委員泉英二（農学部長）

委員山之内恵一（本部・経営企画部長）

委員山村滋（本部・財務部長）

委員山地久司（本部・施設基盤部長）

第１回埋蔵文化財調査委員会では、施設企画課長か

ら新委員が紹介され、委員長の挨拶の後、2006年度事

業について下僚埋蔵文化財調査室長から報告があっ

た。報告内容は、発掘調査、整理作業、発掘調査報告

書等の印刷・刊行、発送、広報・資料の利活用状況、

愛媛大学保管．収蔵資料に関する各事業である。２００６

年度会計報告では、『文京遺跡Ｖ一文京遺跡１８次調査

一』、『文京遺跡Ⅵ－文京遺跡25次調査一』、『年報-

2005年度一』の刊行できなかった理由と、「文京遺跡

Ｖ－文京遺跡１８次調査一』は2007年度当初に刊行され、

『年報-2005年度一』も入稿直前であることが説明さ

れた。以上の報告の後に審議に入り、2006年度実施事

業・会計報告は了承された。つづいて、下僚埋蔵文化

財調査室長から2007年度実施事業計画について、城北

団地ならびに持田団地の６つの建物に関わる耐震改修

工事計画に伴い、年度当初に集中して試掘調査を実施

した結果、全面調査を４件実施することとなり、当初

予定していた報告書刊行に向けた整理作業に支障をき

たし、事業の一部を2008年度に繰り越す必要があると

の説明が行われ、審議の後、了承された。その他の議

題として、愛媛県教育委員会・松山市教育委員会と協

議の結果、2007年度から周知の埋蔵文化財包蔵地なら

びにみなしの埋蔵文化財包蔵地においては、規模の大

小にかかわらず、６０日前までに土木工事届（文化財保

護法第93条）を提出することとなったため、土木工事

を伴う工事計画がある場合には、できる限り早く施設

基盤部へ連絡するよう報告があった。

第２回埋蔵文化財調査委員会では、2008年度事業計

画、2008年度予算、埋蔵文化財調査室長の推薦につい

て、その他の議題が報告・審議された。下僚埋蔵文化

財調査室長から2008年度事業計画・予算について報告

があった。審議では、大学構内遺跡の位置づけについ

ての質疑があり、文京遺跡や樽味遺跡を始めとする

キャンパス内地下に眠る遺跡は、全国的にも著名な遺

跡であり、活用方法によっては愛媛大学の特色となる

との説明があった。以上、2008年度事業計画・予算に

ついての審議の後、原案通り了承された。つづいて

2007年度で退職される下降埋蔵文化財調査室長の後任

人事について、法文学部田崎博之教授を学長に推薦す

ることで了承された。また、委員長から下牒埋蔵文化

財調査室長へ埋蔵文化財調査と保護のために多大なる

尽力をいただいたことに対するお礼の言葉があり、下

僚埋蔵文化財調査室長から退任にあたっての挨拶が

あった。 （三吉）

22007年度の埋蔵文化財調査室事業

（１）発掘調査と整理作業

埋蔵文化財調査室では、愛媛大学構内における地盤

１

掘削を伴う諸工事に際して､規模の大小にかかわらず、

工事内容による埋蔵文化財に対する影響を周辺の既往



調査などから判断し、それに応じた対応を行ってきて

いる。2007年度の埋蔵文化財調査室の体制は、表１の

通りである。

2004年度国立大学法人愛媛大学発足に伴い、愛媛県

教育委員会・松山市教育委員会と協議を重ね、2007年

度から、周知の埋蔵文化財包蔵地ならびにみなしの埋

蔵文化財包蔵地においては､規模の大小にかかわらず、

60日前までに土木工事届（文化財保護法第93条）を提

出することとした。

2007年度には、３８件の調査依頼あるいは照会を受け

(表２)、１５件について発掘調査を行った（表３)。

2007年度には、城北団地における共通教育講義棟、共

通教育管理棟、法文学部講義棟、工学部２号館、附属

図書館、そして持田団地の教育学部附属小学校本館の

６つの建物の耐震改修工事が計画され、年度当初に集

中して試掘調査を実施することとした。その調査結果

を踏まえながら、できるだけ工事によって埋蔵文化財

に影響がないように施設基盤部と協議を重ね、工事計

画の見直しを行ったものの、調査件数が大幅に増え、

年度当初に計画していた調査室業務と予算を圧迫する

こととなり、2007年度実施予定の発掘調査報告書の刊

行に向けた整理作業の一部を来年度以降に持ち越すこ

ととなった。

発掘調査は、団地別では、城北団地で１０件、樽味団

地で２件､持田団地で２件､御幸団地で１件である（図

１～５)。調査種別では､試掘調査８件､立会調査２件、

全面調査４件、確認調査１件である。全面調査は、７

月以降、持田団地構内遺跡２次調査（調査番号：

00709）を皮切りに、文京遺跡32次調査（調査番号：

00710)、文京遺跡33次調査（調査番号：00711)、文京

遺跡34次調査（調査番号：00712）と2008年２月まで

実施した。これらの調査期間中に、２件の試掘調査・

立会調査、１４件の工事立会を行い、確認調査は、御幸

団地で00715調査として実施した。

報告書刊行に向けた整理作業として、平成18年度調

査の出土遺物の洗浄･注記･復元作業を行った。また、

城北団地工学部校舎新営Ｉ期工事に伴う文京遺跡12次

調査で水洗した土壌から微細遺物の選別作業をほぼ終

了させた。出土遺物の実測・製図作業は、情報教育棟

新営工事に伴う文京遺跡25次調査出土遺物と、農学部

寄付建物新営工事に伴う樽味遺跡６次調査、農学部２

号館改修工事に伴う樽味遺跡７次調査出土遺物、樽味

団地総合研究棟改修工事に伴う樽味遺跡８次調査の出

２

士遺物について実施した。

（２）発掘調査報告書・埋蔵文化財調査室年報の刊行

2007年度には、総合情報メディアセンターの南側建

物部分の新営工事に伴う文京遺跡18次調査の正式報告

書である「文京遺跡Ｖ－文京遺跡18次調査報告一」と、

2005年度に実施した小規模調査の報告をとりまとめた

『埋蔵文化財調査室年報-2005年度一』、さらに2006年

度に実施した全面調査の概要報告ならびに小規模調査

の報告をとりまとめた『埋蔵文化財調査年報-2006年

度一』の計３冊を刊行した。

また、昨年度刊行した「埋蔵文化財調査室年報-

2004年度一』、今年度刊行した『文京遺跡Ｖ一文京遺

跡18次調査報告一』、『埋蔵文化財調査室年報-2005年

度一』を、全国の大学・研究機関、文化庁、教育委員

会･埋蔵文化財センター、博物館・資料館へ発送した。

（３）広報、資料等の利活用

埋蔵文化財調査室では、これまで実施してきた構内

遺跡調査出土の遺物や調査に関するデータ、そして愛

媛大学旧歴史学研究会保管資料などを保管している。

これらの資料に対しては、学内外から資料の公開や利

用の要望が寄せられてきた。これらの要望に対して、

調査室では広報パンフレットの配布やＷｅｂを利用し

た情報発信、公開講座の企画・実施などを通じて積極

的に広報活動を進めている。

１）埋蔵文化財調査室保管資料の活用状況

前年度に引き続き、学内外から出土資料に関する調

査や借用の依頼が多く、2007年度で計62件の依頼が

あった（表４)。内訳は、学外40件、学内22件である。

学外からの依頼の内訳は、県内20件、県外・国外20件

である。大学教員・学生や埋蔵文化財調査機関の調査

表12007年度の埋蔵文化財調査室の体制

室長

調査員

専門員

教務補佐員

事務補佐員

技術補佐員

技能補佐員

下篠信行

田崎博之
のロ巳一●‐‐■｡｡■■■‐■■I■｡■■ロロロ■■‐■■■●l■春一一■Ｃ

吉 田広

三吉秀充

松原弘宣

村上恭通

川岡勉

宮崎直栄

漬田美加

須之内慶子

井手野文江

門田都

法文学部教授

法文学部教授

法文学部准教授

法文学部助教

法文学部教授

法文学部教授

教育学部教授

施設基盤部施設企画課
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図１ 愛媛大学主要団地位置図（縮尺1/200,000、平成１７年４月１日国土地理院発行１：200,00O松山に加筆）

１：中島団地２：北条団地３：津田山団地４：東長戸団地・山越団地５：御幸団地６：城北団地７：持田団地

８：樽味団地・北吉井団地９：東野団地・畑寺団地１０：庶子団地１１：重信団地・横河原団地１２：米野団地
１３：大井野団地１４：伊予団地

研究員による研究目的での資料調査の依頼が多い。ま

た、研究のみならず、特別展示への貸し出し依頼が、

松山市考古館と徳島県徳島市立考古資料館から２件

あった。学内からは、教員による教材としての利用が

８件、学生・大学院生からの研究資料としての利用は

１１件である。こうした依頼に対しては、調整を図りな

がら、個別に対応している。

３

２）広報パンフレットの配布

４月に新入生ならびに新規採用職員に広報パンフ

レット『発掘愛媛大学』を配布した。

３）Ｗｅｂを利用した広報活動

埋蔵文化財調査室では、2004年度開設した埋蔵文化

財調査室ホームページを通じて、調査室実施の発掘調

査･研究活動の情報発信を行っている。2007年度には、



月／日

３／１６

４／３

４／2０

５／１０

５／1０

５／１０

５／1０

５／１０

５／1０

５／１０

５／2３

6／４

6／2９

7／２

7／１０

７／1０

7／2５

7／2６

７／3１

８／2１

８／3１

９／1８

９／１８

９／2１

依

発

施設基盤部長

施設基盤部安全
衛生管理室長

学生支援部長

施設基盤部長

施設基盤部長

施設基盤部長

施設基盤部長

施設基盤部長

施設基盤部長

施設基盤部長

施設基盤部長

施設基盤部長

医学部長

教育学部附属幼
稚園長

施設基盤部長

施設基盤部長

施設基盤部長

農学部長

施設基盤部長

教育学部附属幼

稚園長

理学部長

農学部長
一■●‐一一｡÷一宇＝一－一－－－一－--●｡q

農学部長

施設基盤部長

表22007年度埋蔵文化財調査依頼・照会一覧

頼

工事名

(城北団地）共通教育講義棟耐震
補強工事

(城北団地）第１体育館南消化管
修繕工事

(城北団地）弓道場的場防矢ネッ
ﾄ取設工事

(持田団地）教育学部附属小学校
本館等耐震改修その他工事

(城北団地）法文学部講義棟耐震
改修その他工事

(城北団地）工学部２号館耐震改
修その他工事

(城北団地）教育学部２号館耐震
改修その他工事

(城北団地）総合教育研究棟等耐
震改修その他工事（附属図書館耐
震改修その他工事）

(城北団地）法文学部講義棟耐震
補強工事

(城北団地）総合教育研究棟等耐
震改修その他工事（共通教育管理
棟耐震改修その他工事）

(城北団地）本部管理棟B108電気
設備修繕工事

(城北団地）北門周辺給水管周り
修繕工事

(重信団地）医学部附属病院高エ
ネ診療棟新営工事

(持田団地）附属幼稚園床暖房工
事

(城北団地）総合教育研究棟耐震改
修その他工事（プレハブ倉庫設置
工事）

(持田団地）教育学部附属中学校
校舎新営電気設備工事

(樽味団地）農学部給水配水管漏
水修理工事

(樽味団地）農学部給水配水管漏
水修理工事

(持田団地）教育学部附属小学校
本館耐震改修その他工事

(持田団地）附属幼稚園園舎等便
所その他改修機械設備工事

(城北団地）理学部構内プレハブ
倉庫取設工事

(樽味団地）育成ハウス設置工事

(樽味団地）農学部制御化農業実
験実習棟外上水道引込工事

(城北団地）本部管理棟屋外散水
管修繕工事

４

対応

試掘調査として00701調査を実施し、埋蔵文化財に影響が
ないと判断し、調査せず慎重工事を依頼。

既掘範囲の再掘削であり、埋蔵文化財に影響がないと判断
し、調査せず‘慎重工事を依頼。

立会調査として00708調査を実施。

試掘調査として00702調査を実施し、埋蔵文化財に影響が
あると判断し、全面調査として00709を実施。

試掘調査として00703調査を実施し、埋蔵文化財に影響が
あると判断し、全面調査として00711を実施。

試掘調査として00704調査を実施し、埋蔵文化財に影響が
ないと判断し、調査せず慎重工事を依頼。

試掘調査として00705調査を実施し、埋蔵文化財に影響が
ないと判断したが、３ヶ所のうち、２ヶ所は慎重工事を依
頼、１ケ所は工事立会を実施。

‐｡‐｡

●

全面調査として00710調査（BNK-32）を実施。

■‐■。■■■■｡●の｡ユｏ－ｏＣＣ中争●⑤申●●‐③●＝‐●→‐字つ‐今●つ←●●‐●◆●ー申一申●申＝寺で■＝■｡‐■■■ロローロー■■●ロロ■■■ー■■■■｡‐二一■‐■ーロー●｡③心ＣＣ－－－●今Ｄ－ｅ今●つら●｡｡Ｐ◆｡■ウ守守寺■･■＝－＝■－ご‐‐■■■■l■■｡■■ロロロ■■■年一一一一一一一言一◆●喧冒-

全面調査として00711調査（BNK-33）を実施。
■巳｡■‐■■■｡｡●｡■■‐●今一ら｡●‐■今●つＰＣ●●●●凸●●一一●③一寺一句一でママ一一｡マーマーー春一＝で■■■■■■■■ロロロロロロー‐｡■■■‐■○二■一口や凸●｡‐③●つむ①Ｃ－Ｃ一ー‐Ｃ‐Ｃー●一年中②ーウー●■■ロ■守口‐■■‐■■■■■■■■■■ーＦ一■■､一元凸｡‐ー－－１ー戸＝アー●一佳二エ仁二二

全面調査として00712調査（BNK-34）を実施。

周辺の既往調査の成果から、埋蔵文化財に影響がないと判
断し、調査せず慎重工事を依頼。

既掘範囲の再掘削であり、埋蔵文化財に影響がないと判断
し、調査せず慎重工事を依頼。

周辺の既往調査の成果から、埋蔵文化財に影響がないと判
断し、調査せず慎重工事を依頼。

周辺の既往調査の成果から、埋蔵文化財に影響がないと判
断し、調査せず慎重工事を依頼。

盛土再掘削のため、埋蔵文化財に影響がないと判断し、調
査せず慎重工事を依頼。

周辺の既往の調査成果から、埋蔵文化財に影響がないと判
断。ただし、工事立会を実施。

既掘範囲の再掘削であり、埋蔵文化財に影響がないと判断
し、調査せず‘慎重工事を依頼。

既掘範囲の再掘削であり、埋蔵文化財に影響がないと判断
し、調査せず慎重工事を依頼。

既掘範囲の再掘削であり、埋蔵文化財に影響がないと判断
し、調査せず‘慎重工事を依頼。

周辺の既往調査の成果から、埋蔵文化財に影響がないと判
断し、調査せず慎重工事を依頼。

周辺の既往の調査成果から、埋蔵文化財に影響がないと判
断。ただし、工事立会を実施。

周辺の既往の調査成果から、埋蔵文化財に影響がないと判

断。ただし、立会調査として00714調査を実施。

試掘調査として00713調査を実施し、埋蔵文化財に影響が

ないと判断。ただし、工事立会を実施。

周辺の既往の調査成果から、埋蔵文化財に影響がないと判

断。ただし、工事立会を実施。



調査

番号

00701

00702

00703

００７０４

00705

00706

00707

00708

00709

00710

００７１１

00712

00713

00714

00715

調査

種別

試掘

試掘

試掘

試掘

試掘

試掘

試掘

立会

全面

全面

全面

全面

試掘

立会

確認

団地 遺跡

城北 文京

持田 持田団地構内

城北 文京

城北 文京

城北 文京

城北 文京

城北 文京

城北 文京

持田
持田団地構内

(MCD-2）

城北
文京

(BNK-32）

城北
文京

(BNK-33）

城北
文京

(BNK-34）

樽味 樽味

樽味 樽味

御幸
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周辺の既往調査の成果から、埋蔵文化財に影響があると判

断し、工事立会を実施。

既掘範囲の再掘削であり、埋蔵文化財に影響がないと判断

し、調査せず慎重工事を依頼。

周辺の既往調査の成果から、埋蔵文化財に影響がないと判
断。ただし、工事立会を実施。

周辺の既往の調査成果から、埋蔵文化財に影響がないと判
断。ただし、工事立会を実施。

周辺の既往の調査成果から、埋蔵文化財に影響がないと判
断。ただし、工事立会を実施。

周辺の既往の調査成果から、埋蔵文化財に影響がないと判

断。ただし、工事立会を実施。

周辺の既往の調査成果から、埋蔵文化財に影響がないと判
断。ただし、工事立会を実施。

周辺の既往の調査成果から、埋蔵文化財に影響がないと判
断し、慎重工事を依頼。

周辺の既往の調査成果から、９ヶ所のうち２ヶ所は埋蔵文

化財に影響がないと判断。残りの７ヶ所のうち３ヶ所は全
面調査（00803)、他は2008年度に立会調査を実施した。

周辺の既往の調査成果から、埋蔵文化財に影響がないと判

断し、慎重工事を依頼。

周辺の既往の調査成果から、埋蔵文化財に影響がないと判
断。ただし、工事立会を実施。

既掘範囲の再掘削であり、埋蔵文化財に影響がないと判断

し、調査せず慎重工事を依頼。

既掘範囲の再掘削であり､埋蔵文化財に影響がないと判断。

ただし、工事立会を実施。

既掘範囲の再掘削であり､埋蔵文化財に影響がないと判断。
ただし、工事立会を実施。

表32007年度発掘調査一覧

工事名

共通教育講義棟耐震補強工事計画

教育学部附属小学校本館等耐震改修その他工事
計画

法文学部講義棟耐震改修その他工事計画

工学部２号館耐震改修その他工事計画

教育学部２号館耐震改修その他工事計画

附属図書館耐震改修その他工事計画

共通教育管理棟耐震改修その他工事計画

弓道場的場防矢ネット取設工事

教育学部附属小学校本館耐震改修その他工事

附属図書館耐震改修その他工事

法文学部講義棟耐震改修その他工事

共通教育管理棟耐震改修その他工事

農学部制御化農業実験実習棟外上水道引込工事

育成ハウス設置工事

2007年度構内遺跡確認調査（御幸団地）

５

調査期間

2007.427

2007.5.15

2007.5.21

2007.5.21

2007.5.22～５．２３

2007.5.23～５．２８

2007.5.21～５．３０

2007.6.12～６．１３

2007.7.24～８．１０

2007.8.1～８．２１、

2007.9.7

2007.8.20～１０．２４

2007.8.20～

2008.2.8

2007.11.2

2007.11.2

2007.12.17

調査面積

㎡

２

１１１

3㎡

1.5㎡

１１．８㎡

１８㎡

27.8㎡

13.2㎡

137㎡

23㎡

161.5㎡

533.3㎡

２

１１１

2.1㎡

12.5㎡



学内の発掘調査速報や、平成19年度愛媛大学公開講座

『文京遺跡から学ぶ弥生時代の食』関連情報を随時更

新し、リアルタイムの情報発信に努めた。

４）公開講座の開催ほか

平成19年度愛媛大学公開講座『文京遺跡から学ぶ弥

生時代の食』を以下の日程で開催した。

１１月１７日（土）下降信行「稲の到来一社会を変えた

稲（イネ)」

１１月24日（土）吉田広「海の幸．山の幸一錘と錐」

１２月１日（土）三吉秀充｢器からみた食一弥生土器」

１２月８日（土）田崎博之「弥生時代の穀物一出土種

子」

１２月15日（土）田崎博之．吉田広・三吉秀充「討論

一弥生人の食」

本講座では、文京遺跡の発掘調査成果や実際に出土

した土器．石器・炭化種子といった実物資料を毎回使

用し、受講生自身が「見る」「触れる」といった実体

験ができるよう内容も工夫した。また、受講生には毎

回質問用紙を配布し、受講生の理解度を確認しながら

講座の運営を行った。年度末には平成19年度愛媛大学

公開講座記録集『文京遺跡から学ぶ弥生時代の食』を

刊行し、受講生ならびに関係機関に配布した。受講生

からは、今後も実物にふれることができる公開講座を

継続して開催して欲しいとの声があった。また、文京

遺跡33次調査時を利用して行われた臨地講義の受講生

からは、今後も学内の遺跡見学や出土した遺物を活用

写真１公開講座で土器を観察する受講生

写真２臨地授業で土層堆積状況を講義

した授業を行って欲しいとの声が寄せられている。

（三吉）

３愛媛大学構内遺跡の確認状況

愛媛大学の敷地は松山市及び愛媛県内の各所に分散

し、敷地の総面積は464ヘクタールにおよぶ。これま

で把握できている埋蔵文化財の分布は以下の通りであ

る。

１）城北団地：松山市道後樋又10番、文京町２．３番

城北団地には、法文学部・教育学部・理学部・工学

部・大学事務局が所在する。1951年から遺物が採集さ

れ、文京遺跡として周知されている。2008年度現在、

1～３．５～37次に及ぶ全面調査と確認・試掘・立会調

査を実施してきた。理学部が所在する文京町２番構内

では縄文前期の遺物が出土している。縄文後期になる

と文京町２．３番構内全域で住居跡や土壌や野外炉が

出土し、縄文晩期末～弥生前期初頭前後の土壌や土器

６

溜まり遺構が確認されている。さらに、文京町３番構

内においては、西南部を中心として全国的にも有数の

弥生中期後葉～後期中葉の大規模集落が営まれ、一部

には古墳後期の集落も重なる。その北側の谷状の窪地

では、古代～中世（１１～13世紀）の水田遺構が確認さ

れている。加えて、戦前の練兵場時代の遺構も見出す

ことができる。一方、事務局などが所在する道後樋又

10番構内は、これまで周知の埋蔵文化財包蔵地外とさ

れてきたが、2000年度以降に実施してきた試掘調査や

工事立会で、弥生後期の譜や、中世の土師器・備前焼

摺鉢・白磁碗などが出土している。道後樋又10番構内

も含めて、縄文前期から中世に及ぶ複合遺跡としての

文京遺跡の広がりを確認できる。
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Ｉ埋蔵文化財調査委員会と埋蔵文化財調査室の事業

時|回｢Q, $可 死壷二

図３持田団地（持田団地構内遺跡）における2007年度調査地点（縮尺１/2,000）
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Ｉ埋蔵文化財調査委員会と埋蔵文化財調査室の事業

２）持田団地：松山市持田町1丁目５番22号

持田団地には、教育学部附属中・小・幼・

特別支援学校が所在し、持田団地構内遺跡と

して周知されている。団地北東側に隣接した

松山環状線（岩|I|奇）道路建設に伴う発掘調査

Ｉ‐１～４区で１５世紀後半を前後する水田及

び畠が調査され、団地構内でも2006年度の附

属中学校校舎新営工事に伴う１次調査では近

世、2007年度の附属小学校本館等耐震改修工

事に伴う２次調査では中世前半期に遡る可能

性の高い水田層が発見された。また、水田層

の下層に堆積した砂牒層からは弥生土器、古

墳後期～古代前半の土師器や須恵器が出土し

ている。

３）樽味団地：松山市樽味３丁目５番７号

樽味団地には、農学部・附属高等学校・附

属研究施設等が所在する。団地西部は、樽味

遺物包含地として周知の埋蔵文化財包蔵地と

され、1987年の１次調査以降、樽1床遺跡とし

て８次にわたる全面調査と小規模な試掘・立

会調査が実施され、弥生前期から中世におよ

ぶ集落遺跡であることが判明している。具体

的には、団地西半部において中世（14～１６世

紀)の方形区画を有する集落が面的に広がる。

北西部では、弥生前期の集落と古墳後期の集

落も確認され、後者は団地周辺の樽味立添遺

跡や樽味高木遺跡と一連の遺跡の可能性が高

い。一方､団地南部では､古代末から中世（１０

～１４世紀）に埋没する自然河道が発見されて

いる。附属高等学校の所在する団地東部は、

必ずしも遺跡の広がりが明確でない。ただし

、ＩＦ－－－－－
１

０

大川

_一一一＝一一一一一二＝－－－

道路

ｎ
鋤

IDI

９

図５御幸団地における2007年度調査地点（縮尺１／1,OOO）

されていると考えられる土層群が分布する。

５）北吉井団地：松山市桑原２丁目８番８号

北吉井団地には教職員宿舎が所在する。1994年に東

長戸他環境整備（駐車場整備・配管設置）工事による

立会調査、1997年に北吉井宿舎屋外排水管改修工事に

よる本格調査と北吉井宿舎屋外ガス管改修工事による

立会調査が行われている。その結果、古墳中期～後期

(５～７世紀初)、古代（10世紀）の集落遺跡が団地全

面に展開することが確認され、桑原西稲葉遺跡３～５

次調査として報告している。

６）膳子団地：松山市庶子町40番

庶子団地には国際交流会館が所在する。1987年に国

際交流会館建設に先立って、庶子遺跡１次調査が行わ

必ずしも遺跡の広がりが明確でない。ただし、４次調

査で古代（８世紀）に埋没する自然河道や、古代末～

中世（10～１２世紀）の遺物包含層が確認され、団地西

半部とは若干異なる時代の遺跡が展開している。その

ため、現在、樽味団地全域をみなしの埋蔵文化財包蔵

地として取り扱い、埋蔵文化財の保護に努めている。

４）御幸団地：松山市御幸町２丁目３番15号

学生寄宿舎が所在する。2000年度に13～14世紀と考

えられる水田層を確認し、2007年度に実施した確認調

査では、団地南東部に微高地、その北西側に自然流路

が流れる景観を復元でき、その埋没した窪地に中世以

降の水田と畠が営まれていることが判明した。また、

微高地上には縄文時代～古墳時代の遺構・遺物が包含
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虻京償跡１０次調沓出 軍論｜借比

虻京憤跡１０次諦

表42007年度調査室・調査室資料利用一覧

１０

愛媛大学法文学部・教員 、

月／日 利用者 利用資料 目的 利用内容

４／１

４／1４

４／1９

愛媛大学法文学部・教員

松山市埋蔵文化財センター・職員

愛媛大学法文学部・学生

文京遺跡10次出土資料

文京遺跡関連文献
りつ●･むつ●･ＣＣＣ●｡←午｡－･●中手●●●Ｃ●●●つむ今●宇一●ー●●●●｡＝｡｡｡‐｡□q

樽味遺跡出土資料

教育

研究

卒論

借用

図書希望

借用

４／2３ 愛媛大学法文学部・教員 埋蔵文化財調査室所蔵資料 教育 借用

４／2７ 愛媛大学法文学部・教員 埋蔵文化財調査室所蔵資料 教育 借用

５／１０

５／1１

５／1６

愛媛大学法文学部・学生

徳島県立鳥居記念博物館・学芸員

愛媛大学法文学研究科・学生

樽味遺跡出土資料

埋蔵文化財調査室所蔵図書

埋蔵文化財調査室刊行図書

卒論

研究

研究

借用

資料送付

図書希望

5／１７

5／1８

愛媛大学法文学研究科・学生
Iロロロ■ニーー■‐■■ニニニロー■｡ーニーーー■‐■■■■■■■■■｡ｰ■‐■■■■■｡■■■■■■■■■ー■■■ー■■‐■■‐‐●ニーローニ■○巳‐■■d

仙台市縄文の森広場・学芸員

文京遺跡・樽味遺跡出土鉄器

文京遺跡関連文献

研究

研究

熟覧

図書希望

5／１８ 出雲市教育委員会・職員 文京遺跡関連文献 研究 図書希望

5／１９ 松野町教育委員会・職員 文京遺跡関連文献 研究 図書希望

5／１９

5／１９

5／2４

宇和島市教育委員会・職員

西条市教育委員会・職員

愛媛大学法文学部・教員

文京遺跡関連文献

文京遺跡関連文献

文京遺跡10次調査出土資料

研究

研究

教育

図書希望

図書希望

借用

6／４ 愛媛大学法文学部・教員 埋蔵文化財調査室所蔵資料 教育 借用

6／６ 愛媛県埋蔵文化財センター・職員 持田団地構内遺跡発掘調査資料 研究 資料希望

6／2２ 大阪府文化財センター・職員 文京遺跡出土弥生土器（焼成失敗品） 研究 熟覧

6／3０

５
－
６

／
一
／

７
－
７

岡山市教育委員会・職員

山口県立博物館・学芸員

愛媛大学法文学部・学生

文京遺跡関連文献

文京遺跡関連文献

埋蔵文化財調査室所蔵図書

研究
■■■‐■二○二■○二一４

研究

卒論

図書希望

図書希望

借用

７／ｌＯ
ＤＣ－◆ヰー●■■ＣＣ－｡Ｃやつ｡｡

７／2２

愛媛大学法文学部・学生
b●｡◆Ｃ←●●つＣＣＣつむ●●つむ寺●中っ一宇や◇ロー寺守一●守宇ウロマーローロ守一■■やご口②ごロー■■■■■■ロロ■ロ■■■－

松野町教育委員会・職員

埋蔵文化財調査室所蔵図書

埋蔵文化財調査室所蔵図書

卒論

研究

熟覧・文献複写
h二一■■■■■■■■■■■●｡■■●■■●｡‐■｡●●字･ＣＣＣ●｡｡←●ｃ●●｡q

熟覧・文献複写

7／2３ 愛媛県教育委員会・職員 文京遺跡関連文献 研究 図書希望

７／2４

８／2４

9／５

９／９

９／１４
句●ＣＣｐＰ｡●●●一勺･●｡｡q

9／1４

愛媛大学法文学部・教員

愛媛県埋蔵文化財センター・職員

香川県教育委員会・職員
ＰＣ●Ｃａ一●●凸一つの●◆◆今‐●つつ●｡一●●つい●‐●◆●●●｡●･~｡■‐ｰ●｡●｡●一画◆◆‐●●⑫●‐ＣＣＣ｡●●の◆●

松野町教育委員会・職員

愛媛大学法文学部・学生
h●･●｡●①ゆ｡●●つゅ一●◆｡‐◆･◆｡~●の●｡｡●｡●ＣＣｃ←●や●■｡●｡‐○申｡●｡｡●●つゆ◆●●●◆●寺ローＣＣＣ中’

愛媛大学法文学部・学生

学内公共基準点の利用

大学構内遺跡発掘調査(文京遺跡31次・

樽味遺跡８次･持田団地構内遺跡１次）
データ

文京遺跡３３．３４次調査現地見学

埋蔵文化財調査室所蔵図書

文京遺跡10次調査出土資料
■■●■■■■●｡■■■■ー■■■■■■■｡■■‐｡■＝■■■■ｰ■‐‐■■■■■■■■｡■｡‐■争凸■■ニーーニ争一争一｡‐①｡‐｡■ー凸｡■

文京遺跡１０次調査出土資料

教育

研究

研究

研究

卒論

卒論

データ利用

データ利用

見学

熟覧・文献複写

熟覧

借用

9／2２ 愛媛大学法文学部・学生 文京遺跡周辺遺跡地図データ 卒論 図書希望

９／2５ 徳島県立鳥居記念博物館・学芸員 埋蔵文化財調査室所蔵図書 研究 熟覧・文献複写

10／１
北九州市技術文化振興財団埋蔵文化財調

査室・職員
文京遺跡関連文献 研究 文献複写・送付希望

10／１ 愛媛大学法文学部・学生

10／３ 徳島市立考古資料館

１０／1８ 埋蔵文化財調査室収蔵資料



れ、弥生時代中期後葉、古代（７～８世紀)、中世（１３

～14世紀)の遺構･遺物が確認された。この調査によっ

て、団地内の大半を調査したことになるが、建物周辺

には遺跡が残存すると考えられる。

７）山越団地：松山市山越４丁目１１番10号

山越団地には大学課外活動施設の野球場･馬場･サッ

カーグラウンドなどの施設が所在する。1992年度と

2002年度の確認調査によって、団地が丘陵部裾からの

びる段丘の落ち際に位置することが確認されている。

団地北東隅の旧河道の落ち際からは、ウメやカシ類の

炭化種実や加工木などが縄文晩期前半～中頃の遺物と

ともに出土している。また、団地西半部でも、古墳後

期の自然流路が確認されている。

８）その他の団地

上記の団地以外は、発掘調査は確認調査や小規模な

1１

Ｉ埋蔵文化財調査委員会と埋蔵文化財調査室の事業

試掘・立会調査にとどまるか、まったく調査が行われ

ていない状況にある。

①畑寺団地：松山市畑寺町丙47番２

農学部附属農業高等学校農場が所在する。2006年度

に果物収納庫新営工事に伴う試掘調査と団地全面での

分布調査を行ったが、現在のところ、埋蔵文化財の有

無は未確認である。

②米野団地：松山市米野町乙184番地１号

農学部附属演習林が所在する。調査歴がなく、埋蔵

文化財の有無は未確認である。

③梅津寺団地：松山市梅津寺1861番地

大学課外活動施設が所在するが、調査歴がなく、埋

蔵文化財の有無は未確認である。

④北持田団地：松山市北持田町128番地１号

職員宿舎が所在するが、調査歴がなく、埋蔵文化財



の有無は未確認である。

⑤東長戸団地：松山市東長戸４丁目３番１号

教職員宿舎が所在する。1994年度の立会調査によっ

て、団地東半部を中心として遺跡が営まれている可能

性を指摘できる。

⑥喜与団地：松山市喜与町１丁目８番８号

教職員宿舎が所在する。調査歴がなく、埋蔵文化財

の有無は未確認である。

⑦中島団地：松山市小浜甲1872番２号

理学部附属臨海実験所が所在する。調査歴がなく、

埋蔵文化財の有無は未確認である。

⑧重信団地：東温市志津川

医学部及び附属病院が所在する。これまで数回の試

掘調査あるいは確認調査を行ってきたが、遺跡の存在

は確認されていない。ただし、団地東北部分には遺跡

が残る可能性が残されている。

⑨溝辺団地：松山市溝辺町乙298番地

農学部附属高等学校の校舎が所在する。調査歴がな

く、埋蔵文化財の有無は未確認である。

⑩横河原団地：東温市横河原

1２

教職員宿舎が所在する。現在の重信川の氾濫原上に

あり、埋蔵文化財は分布していない。

⑪北条団地：松山市八反地字伊利甲498番地

農学部附属農場が所在する。調査歴はないが、団地

の一部は、萩尾古墳群あるいは八竹山遺跡として周知

の埋蔵文化財包蔵地に含まれている。

⑫津田山団地：松山市北斎院町津田山

教育学部附属養護学校施設が所在する。１９９１．１９９４

年度に試掘調査を実施したが、埋蔵文化財の分布は確

認されていない。

⑬伊予団地：伊予市森字下新田729番地

大学課外活動施設が所在する。調査歴がなく、埋蔵

文化財の有無は未確認である。

⑭大井野団地：松山市大井野町乙145番地２号

農学部附属演習林が所在する。調査歴がなく、埋蔵

文化財の有無は未確認である。

⑮東野団地：松山市東野４丁目222番地

農学部附属演習林が所在する。調査歴はないが、団

地及び周辺は、東野古墳群として埋蔵文化財包蔵地と

されている。 (田崎）
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Ⅲ２００７年度実施の発掘調査

00701（城北団地）共通教育講義棟耐震補強工事計画に伴う試掘調査

調査地点 松山市文京町３番

愛媛大学城北団地

9.2㎡

2007年４月27日

試掘調査

田崎博之・吉田広・三吉秀充

宮崎直栄・演田美加

施設基盤部長発事務連絡

(平成19年３月16日付）

１調査にいたる経緯

共通教育講義棟の耐震補強工事計画が施設基盤部か

ら埋蔵文化財調査室に提示された。南北外壁の８ケ所

への地中梁増し打ちと耐･震補強ブレース設置、東側外

壁への補強材設置の計画である。前者では外壁から１．０

ｍの範囲を深度160cm、後者では外壁から0.7ｍの範囲

を深度40cmまで掘削することになる。また、南側１ケ

所で既設汚水粉の設置替えが計画されている。以上の

掘削範囲は、共通教育講義棟建設時の余掘り内に収ま

調査面積

調査期間

調査種別

調査相当

調査補助
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調査地点は、共通教育講義棟北側で２ヶ所、南側で

１ケ所、東側で１ケ所の４ケ所（図６)。調査順に１

から４１､レンチとした。

２調査の記録

調査地点は、共通教育講義棟北側で２ヶ所、

る可能性が高い。しかし、余掘り範囲は、建物南側の

１ヶ所で外壁から2.0ｍの位置を確認しているに過ぎ

ない（調査番号：00503)。したがって、正確な余掘り

範囲を把握するために試掘調査を実施した。
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Ⅱ2007年度実施の発掘調査

写真300701調査１トレンチ近景（北東から） 写真400701調査１トレンチ完掘状況（北東から）

写真500701調査２トレンチ近景（北東から） 写真600701調査２トレンチ完掘状況（北東から）

鍵
溌誕

写真700701調査３トレンチ近景（南西から） 写真800701調査３トレンチ完掘状況（東から）

写真900701調査４トレンチ近景（南東から） 写真1000701調査４トレンチ完掘状況（南東から）

1５



（１）１トレンチ（図７－①、写真３．４）

共通教育講義棟北側外壁の、西から４スパン目の中

央部に設定したトレンチで、南を建物外壁とし、東西

幅約0.8ｍ，南北約2.5ｍを測る。外壁から北に1.5ｍで

東西方向に走る雨水管が現地表（道路側縁石上端）下

約135cmであらわれ、以下の調査は、管以南に限った。

現地表下約170cm、標高27.15ｍまで調査したが、管下

も含めて、いずれも埋め戻し土のＩ層であった。１ト

レンチ地点では、建物建築時の余掘りが外壁から1.5

ｍの管路部分までは確実におよんでいることになる。

（２）２トレンチ（図７－②、写真５．６）

共通教育講義棟北側外壁の、東から４スパン目の中

央部に設定したトレンチで、南を建物外壁とし、東西

幅約0.8ｍ，南北約2.2ｍを測る。外壁から北に1.55ｍ

で東西方向に走る散水管が地表直下で現れ、その下、

現地表（道路側縁石上端）下約90cmでは、１トレンチ

でも見られた雨水管が現れた。これらの管路を残して

以南を、現地表下約170cm、標高27.15ｍまで調査した

が、雨水管下も含めて、１トレンチ同様、いずれも埋

め戻し土のＩ層であった。２トレンチ地点でも、建物

建築時の余掘りは、外壁から1.5ｍの管路部分までは

確実におよんでいたものの、それ以北への広がりは特

定するに到らなかった。

（３）３トレンチ（図７－③、写真７．８）

耐震補強ブレース設置に伴い既設汚水粉の設置替え

が生じ、その設置範囲を限定するために、講義棟南側

出入口西側の植栽内に設けたトレンチである。西辺を

植栽縁石、北を設置替対象の汚水折、東を既設雨水粉

とした、東西約1.45ｍ，南北2.5ｍの範囲である。管路

が狭い範囲に錯綜してあらわれたが､その間を縫って、

撹乱を被っていない城北団地基本層序のⅡ層を検出し

た。西壁際で共通教育講義棟外壁から南に2.0ｍの地

点、縁石上端から約90cmの深さ、標高28.35ｍである。

西側にほぼ隣接する00503調査区においても、やはり

外壁から2.0ｍの位置でⅡ層を検出している。したがっ

て、周辺では外壁から2.0ｍまでは、共通教育講義棟

建築時の余掘り範囲とみることができる。

（４）４トレンチ（図７－④、写真９．１０）

共通教育講義棟東側外壁中央部に設定したトレンチ

で､南北約1.0ｍ，東西約1.8ｍを測る。建物外壁から0.9

ｍ東、現地表下約55cm，標高28.6ｍで城北団地基本層

序のⅡ層を検出した。砂喋の混じる灰黄褐色土で、上

部15cm前後は砂喋の混じりが多く、しまりもなく、再

堆積層とみられる。これ以西が建築時の余掘り範囲と

なるが、今回の調査範囲において余掘り掘削は法面を

かなりとっており、標高約28.2ｍのトレンチ底面では、

外壁から0.75ｍにまで減じている。

３調査の成果

共通教育講義棟建築時の余掘りについて、以下のよ

うにまとめることができる。

①講義棟北側では、雨水析が敷設されている外壁か

ら1.5ｍまでの範囲が建築時の余掘り範囲に含ま

れる。

②講義棟南側では、外壁から2.0ｍまでの範囲が建

築時の余掘り範囲である。

③講義棟東側では、外壁から0.75ｍ，現地表下約９０

ｃｍの範囲は建築時の余掘り範囲である。

以上の調査成果から、耐震補強ブレース設置工事に

伴う掘削が建物南北で外壁から1.0ｍ、建物東側の耐

震補強財設置工事に伴う掘削は外壁から0.7ｍ、建物

南側の汚水粉設置工事に伴う掘削工事は外壁から2.0

ｍであり、いずれの掘削工事も周辺の埋蔵文化財への

影響はないものと判断できる。 （吉田）

OO702（持田団地）教育学部附属小学校本館等耐震改修

その他工事計画に伴う試掘調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査種別

調査担当

松山市持田町１丁目５番22号

愛媛大学持田団地

9.4㎡

2007年５月１５日

試掘調査

吉田広・三吉秀充

１６

依頼文書施設基盤部長発事務連絡

（平成19年５月１日付）

１調査にいたる経緯

附属小学校本館及び中庭南側校舎に耐震補強工事が

計画された。これらの建物が位置する持田団地北半部
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工事計画に沿って、本館廊下側に２ヶ所、中庭を挟

んだ校舎北側に１ヶ所の計３ケ所にトレンチを設け、

埋蔵文化財の有無を確認することとした。調査順に、

本館西側の調査地点を１トレンチ、同東側を２トレン

チ、中庭を挟んだ校舎北側の調査地点を３トレンチと

した（図８)。

（１）基本層序

これまで附属小学校・中学校・特別支援学校がある

持田団地では、全面調査１回、試掘・確認調査を10数

回実施し、団地内における埋蔵文化財の状況も把握で

きつつある。その成果として、以下の基本層序を設定

している。

Ｉ層：表土・造成土層

Ⅱ層：水田・畠に利用された耕作土層と母材土壌の

自然堆積層（洪水層）から構成される土層群

Ⅲ層：石手川の埋没中州である砂喋層

以下、この基本層序に沿って報告を行うが、Ⅱ層部

分の細分については、上層水田をⅡ‐１層、下層をⅡ‐

２層とし、それ以下の細分は、それぞれ上層から①、
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２調査の記録

図800702調査地点位置図（縮尺１/500）

では、既往の調査成果から中世に遡ると考えられる水

田が営まれている可能性が高い。そのため、計画策定

にあたって、施設基盤部と協議を重ね、工事範囲を極

力建物余掘り範囲に収めることに努めた。

施設基盤部から提示された耐震補強工事に伴う掘削

計画は以下の通りである。

①附属小学校本館では、耐震ＰＣフレーム設置に伴

う基礎工事を行うため、建物外壁から1.4～39ｍ

の間を現地表下170cmまで掘削する。

②さらにその南0.5ｍを管路新設のために、現地表

下30cmまで掘削する。

③中庭南側校舎では、中庭側の外壁４ヶ所各１スパ

ン分に耐震補強ブレースを設置するため、外壁か

ら1.0ｍまでを１００cm掘削する。

そのため、埋蔵文化財調査室では、掘削計画範囲内

での埋蔵文化財の有無をより正確に把握するため、試

掘調査を実施することとした。



②…と順番に番号を付した。

（２）１トレンチ（図９－①、写真１１．１２）

中庭北西部、本館廊下犬走りの南端から南に約

2.9ｍ、幅約1.0ｍで設定したトレンチである。真砂土

などからなる表土層が、現地表下約50cmまで続く。そ

の直下で水田層（Ⅱ‐２層）を検出した。Ⅱ‐２層は、

耕作土を覆う洪水層であるⅡ‐２－①層、耕作土である

Ⅱ‐２－②層、床土層であるⅡ‐２－③層からなる。Ⅱ‐

２－①層は灰黄色砂榛土。径２～３ｍの砂篠が多く混

じり、鉄・マンガン分の沈着により全体的に赤褐色を

呈す。Ⅱ‐２－①層の上部は削平され不明だが、上部に

展開していたと考えられる水田層（Ⅱ‐ｌ層）の床土

層でもある。Ⅱ‐２－②層は黄灰色シルト層。径１ｍ未

満のきめの細かい白色砂粒を含む。層上面は、細かな

凹凸が多数見られる。Ⅱ-2-③層は浅黄色砂質シルト。

鉄分の沈着によって赤みをおび、下部は砂'性が強くな

る。

Ⅱ‐２－③層直下、現地表下75cmで、灰白色砂牒から

なるⅢ層が出土した。Ⅲ層は、径１ｍの砂粒から径１０

cmまでの円喋を含む層で、自然河川堆積層である。現

地表下約130cmまで掘り下げを行ったが、なおⅢ層が

続いている。

以上、ｌトレンチ内では、建物の余掘りの痕跡はみ

られず、余掘り範囲は犬走りより北側に収まると考え

られる。また、遺物は出土してない。

（３）２トレンチ（図９－②、写真13～１６）

中庭北東部に、本館廊下犬走りの南端から南に約２．５

，，幅約1.0ｍのトレンチである。

現地表下約１０cmまで腐植土を主体としたＩ層が続

く。Ｉ層直下でⅡ‐１層が出土した。Ⅱ‐１層は、上部

の大半を削平され、水田層の一部か、それとも溝など

の埋土か判別が難しい。Ⅱ‐１層は２層に細分が可能

である。Ⅱ‐１－①層はにぶい黄色砂質シルトで、径１

～３ｍの白色砂喋を多く含む。Ⅱ‐１－②層は灰黄色砂

質士で、径１～２ｍの白色粒が多く混じる。下部層で

あるⅡ‐２－①層に比して白色粒の割合は少なく、鉄分

の沈着により赤みをおびる。水田耕作土の可能性があ

る。

上層水田Ⅱ‐ｌ層の直下で、下層水田Ⅱ‐２層が出土

した。Ⅱ‐２層は４層に分層できる。Ⅱ‐２－①層は、

灰黄色砂喋土。径２～３ｍの白色砂喋を多く含み、鉄

分の沈着により全体に赤みをおびている。水田耕作土

であるⅡ‐２－②層を覆うように堆積する洪水砂であ

1８

る。Ⅱ‐２－②層は、黄灰色砂質シルト。径１，前後の

白色砂を含んでいる。水田耕作土と考えられる。Ⅱ‐

２－③層は浅黄色砂質士。きめが細かく、径３cm前後

の円篠が少量混じる。水田耕作土にあたる。Ⅱ‐２－④

層は、トレンチ南側のみで確認できた。灰黄色を呈す

るきめの細かい砂質土である。

Ⅱ‐２層直下では、灰白色砂喋からなるⅢ層を検出

した。現地表下約120cmまで掘り下げたが、Ⅲ層が続

いている。

本館建築時の余掘りと考えられる掘り込みをトレン

チ北端で確認できた。掘り込みは、現地表下約120ｃｍ

では、廊下犬走り直下に収まっている。

また、２トレンチでは、２点の遺物が出土した。１

点は、西壁のⅡ‐１－①層中から出土した土師器の胴部

破片。もう１点は、東壁のⅡ‐２－②層とⅡ‐２－③層の

層界から出土した土師器皿の底部破片である。土師器

皿は内面が黒色を呈する。どちらも小片であり、詳細

な年代を特定するには到らなかった。

（４）３トレンチ（図９－③、写真１７．１８）

中庭南側の校舎壁際に、校舎建築時の余掘り幅を特

定するために設定したトレンチである。東西約1.6ｍ、

南北約2.5ｍを測る。

表土層を掘り下げると、余掘り埋め戻し土があらわ

れた。しまりがなく、調査途中に崩落が度々起こった。

その中で、トレンチ北壁でようやく、余掘り北壁の一

部を確認できた。１．２トレンチでみられたⅢ層の灰

白色砂喋層である。掘削計画深度の地現地表下120ｃｍ

では、校舎外壁から1.8ｍまでが、余掘り範囲である

と判断した。

３調査の成果

１．２トレンチにおいては、Ⅲ層上部で水田層が出

土した。水田層から出土した遺物は、土師器の小片・

細片が２点のみで､時期を特定できなかった。しかし、

周辺の既往調査、特に松山市教育委員会による岩崎遺

跡の調査や埋蔵文化財調査室で実施した持田団地構内

遺跡１次調査（調査番号：00604）のデータを参考に

すると、水田の時期を絞り込むことが可能である（図

３)。

今回の調査地点から南へ約100ｍに位置する持田団

地構内遺跡１次調査では、Ⅲ層上部に１５世紀後半以降

の水田層の広がりが確認されている。また、今回の調

査地点から東へ130ｍに位置する岩崎遺跡Ｉ‐３区で
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以上の調査結果から、今回計画されている附属小学

校本館及び中庭南側校舎に耐震補強工事による埋蔵文

化財への影響は、以下のようにまとめられる。

①附属小学校本館耐震ＰＣフレーム設置に伴う基礎

工事

本館南側では、廊下犬走りより南では本館建設時の

余掘りがおよばず１トレンチでは現地表下約50cm，２

トレンチでも現地表下約20cmで、１５世紀後半前後と推

定される水田層（Ⅱ‐２層）があらわれる。また、Ⅱ‐

２層直下であらわれるⅢ層の灰白色砂喋層は、今回の

調査では遺物は出土していないが、岩崎遺跡Ｉ‐３区

の１３世紀までに堆積した埋没中洲に対応し、弥生時代

Iま、１３世紀までに堆積した埋没中洲（持田団地基本層

序Ⅲ層に対応）の上部に、１５世紀後半前後に位置づけ

られる水田層が確認されている。この水田層の検出標

高は、35.0ｍ前後である。本試掘調査のⅢ層上部に展

開する下層水田Ⅱ‐２層の検出標高は34.0～34.5ｍであ

り、岩崎遺跡Ｉ‐３区の水田と最大で１ｍの差が生じ

るが、東から西に下っていく持田団地周辺の旧地形を

考慮するならば、下層水田Ⅱ‐２層は１５世紀後半前後

と推定される。また、持田団地構内遺跡１次調査では

１５世紀後半前後に複数枚の水田層が認められ、今回の

上層水田についても、１５世紀後半前後に遡る可能性が

ある。

図900702調査１～３トレンチ士層断面図（縮尺１/50）
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写真1100702調査１トレンチ遠景（東から） 写真1200702調査１トレンチ±層断面（南西から）

写真1300702調査２トレンチ遠景（西から） 写真1400702調査２トレンチ全景（東から）

写真1500702調査２トレンチ南半部西壁土層断面（北東から） 写真1600702調査２トレンチ北半部西壁土層断面（東から）

凸毎

写真1700702調査３トレンチ遠景（東から） 写真1800702調査３トレンチ土層断面（東から）

2０
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Ⅱ2007年度実施の発掘調査

～13世紀までの遺物が包含されている可能性が高い。

工事では、建物外壁から１４～3.9ｍの間を現地表下

170cmまで掘削する計画であり、こうした埋蔵文化財

が破壊されることとなる。

②附属小学校本館南側での管路埋設工事

工事に伴う掘削深度は現地表下30cmまでであるが、

上記①で述べたように、１５世紀後半前後と推定される

水田層（Ⅱ‐２層）を破壊することとなる。

③中庭南側校舎の耐震補強ブレース設置工事

校舎外壁から1.8ｍまで建築時の余掘り工事で既に

埋蔵文化財は破壊されている。工事は校舎外壁から1.8

ｍまでであり、余掘り範囲に収まることから、埋蔵文

化財には影響はないものと判断する。（三吉・吉田）

00703（城北団地）法文学部講義棟耐震改修その他工事計画に伴う試掘調査

調査地点 松山市文京町３番

愛媛大学城北団地

3.0㎡

2007年５月21日

試掘調査

田崎博之・吉田広・三吉秀充

宮'１１奇直栄・演田美加

施設基盤部長発事務連絡

(平成19年５月１０日付）

大学構内の既設建物の耐-震補強工事として、法文学

部講義棟では玄関部分に耐震補強が施工されることと

なった。施設基盤部から埋蔵文化財調査室に提示され

た工事計画では、講義棟北側の玄関周辺を、東西25.6

ｍ、南北幅約43ｍ、深さ195cmまで掘削されることと

なる。しかし、講義棟建物の余掘り範囲は、既往の調

査では明らかではなく、その確認のため試掘調査を実

施した。．

調査面積

調査期間

調査種別

調査相当

調査補助

依頼文書

２調査の記録

今回の調査では、工事計画範囲の西半部に、南北2３１調査にいたる経緯
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犬走り部分

(コンクリート）

ｍ、幅1.0ｍの試掘トレンチを設定した。しかし、ト

レンチ西半部でコンクリート基礎があらわれ、トレン

チを東側に拡張した。結果、トレンチは111副.6ｍの矩

形となった（図10、写真１９)。

重機を用いて造成土のＩ層を掘り下げると、地表下

45cmで城北団地基本層序のⅡ層、さらに70cmでⅢ層が

トレンチ全面にあらわれた。ところが、コンクリート

の犬走り部分と接するトレンチ南壁では、Ⅱ．Ⅲ層が

撹乱されていた。そこで､講義棟建物の余掘り範囲は、

ほぼ犬走り部分、建物外壁から0.95ｍまでの範囲であ

ると判断した。

工事に伴って掘削される範囲は、建物外壁から約4.3

ｍである。後述するように、工事に伴って発掘調査が

必要と判断したので、トレンチの東壁に沿って幅20ｃｍ

を帯状に深掘りして、Ⅲ層の堆積状況を確認した。Ⅲ

層は15～20cmの厚さを測り、地表下76cmほどでⅣ層が

あらわれる。各層位の特徴は、以下の通りである（図

１１、写真20)。

Ｉ層は造成土層。Ⅱ層は団地造成以前の近世～近代

の水田層である。Ⅱ-①～Ⅱ-③層に分層できる。Ⅱ‐

①層は、灰黄褐色砂質土層で、径３～５mmの角牒が多

く混じる。やや粘性をおびるが、しまりは弱い。径５

mmほどの炭化物片が点々と出土している。Ⅱ-②層は、

褐色砂質シルト土層で、径３ｍの角篠がごく少量混じ

る。Ⅱ-③層は、オリーブ褐色砂質土層。径３～5mmの

角喋が多く混じる。また、黒褐色シルト土の径１～２

，mmの小塊が少量混じる。下層のⅢ層が水田耕作によっ

て巻き上げられたものである。土器の細片が数点出土

している。

Ⅲ層は、城北団地の大部分で確認される弥生時代～

古墳時代の遺構・遺物を包含する黒色～暗褐色の堆積

土で、今回の調査地点で確認できたⅢ層は他の地点と

比べて砂質が強い。Ⅲ-①．Ⅲ-②層に分層できる。Ⅲ

-①層は、暗褐色粘質シルト土層で、しまりがある。

Ⅲ②層は、暗褐色砂質シルト土層で、Ⅲ①に比べて

黒みを帯びる。調査範囲が狭いこともあり、遺物は出

土していない。

Ⅲ層下部からⅣ層への変化は漸移的である｡Ⅳ層は、

暗オリーブ褐色細砂層で、上部には径１cmほどの黒褐

色砂質土塊がごく少量混じる｡遺物は出土していない。

しかし、Ⅳ層の最上部の堆積状況は、西へ14ｍほど離

れた文京遺跡11次調査区（調査番号：98901）で縄文

時代後期の野外炉や遺物が出土したⅣ層と共通してい
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図1100703調査トレンチ平面図・土層断面図（縮尺１/50）

2ｍ

法
文
学
部
講
義
棟
建
物

2２

る。そのため、今回の調査地点でも、Ⅳ層に縄文時代

の遺構と遺物が包含されている可能性が高い。

写真2000703調査トレンチ土層断面（西から）
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写真1900703調査地点遠景（北東から）
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｜締－－－Ⅱ軍、

３調査の成果

今回の調査では、

①法文学部講義棟建物の余掘り範囲は、犬走り部分

（建物外壁から095ｍ）までであること、

②余掘り範囲の北側には、弥生時代～古墳時代の遺

構・遺物を包含するⅢ層が良好な状態で残されて

いること、

③講義棟北側にひろがるⅣ層には、縄文時代の遺構

と遺物が包含されている可能性が高いこと、

を明らかにできた。

以上の調査結果から、今回の工事に伴う工事計画が

法文学部講義棟建物の北側に沿った東西25.6ｍ、外壁

から北へ約4.3ｍ、地表下195cmまでの掘削であり、こ

れに対して建物余掘り範囲は外壁から0.95ｍまでで、

工事に伴う掘削工事によって埋蔵文化財が破壊される

こととなり、事前に発掘調査が必要であることを施設

基盤部に報告した。（田崎）

00704（城北団地）工学部２号館耐震改修その他工事計画に伴う試掘調査

調査地点 松山市文京町３番

愛媛大学城北団地

1.5㎡

2007年５月21日

試掘調査

田崎博之・吉田広・三吉秀充

宮崎直栄・漬田美加

施設基盤部長発事務連絡

(平成１９年５月１０日付）

１調査にいたる経緯

大学構内の既設建物の耐震補強工事が一括計画され

る中で、工学部２号館の工事計画が具体化した。工事

の具体的内容は、工学部２号館北外壁中央部の２スパ

ンへの制震ブレースの設置である。これに伴う掘削範

囲は、外壁から北に1.5ｍ、深さ70cmに及ぶ。そこで、

試掘調査を実施し、掘削計画範囲の埋蔵文化財の状況

と既設建物余掘り範囲を把握し、埋蔵文化財への影響

を極力抑えるよう工事計画の検討を求めた。

調査面積

調査期間

調査種別

調杏相当

調査補助

依頼文書

Ⅱ2007年度実施の発掘調査
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図1300704調査トレンチ東壁士層断面図(縮尺１/50）
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写真2100704調査地点遠景（北東から）

Ｉ

2ｍ日

２調査の記録

調査地点は、工学部２号館北側中央部（図１２．写真

21)。調査範囲は、壁際の側溝・コンクリートの犬走

り部分と、駐輪場舗装の間、東西幅LOm、南北長約1.5

ｍである。現地表下約150cmまで掘り下げたが、すべ

て撹乱を受けた埋め戻しの造成土であった（図１３、写

真22)。

調査面積

調査期間

調査種別

2４

３調査の成果

今回の調査地点では、工学部２号館建築時の余掘り

範囲は特定できなかった。ただし、周辺では、西側の

写真2200704調査トレンチ東壁士層断面（西から）

00705（城北団地）教育学部２号館耐震改修その他工事計画に伴う試掘調査

99709調査５トレンチで外壁から4.5ｍの位置が撹乱を

受けた埋め戻し土で、東側の99709調査４トレンチで

は、外壁から3.6ｍの位置で城北団地基本層序のⅢ層

を、地表下90cmで確認している。また、２号館南側に

ついては、00514調査区で外壁から2.0ｍの位置に余掘

り範囲を確認している。したがって、工事範囲周辺の

余掘り範囲は、外壁から2.4ｍと3.6ｍの間にあたると

考えられる。したがって、今回の工学部２号館耐震改

修工事計画については、周辺埋蔵文化財に影響がない

と判断できる。（吉田）

松山市文京町３番

愛媛大学城北団地

11.8㎡

2007年５月２２．２３日

試掘調査

調杏ｷ日当

調査補助

依頼文書

田崎博之・吉田広・三吉秀充

宮崎直栄・演田美加

施設基盤部長発事務連絡

(平成19年５月10日付）

調査地点
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教育学部2号館

２調査の記録

調査地点は、当初３ヶ所を予定していたが、既設の

埋設物があり、２ケ所を追加し､計５ケ所の調査となっ

た。調査順に１～５トレンチとして調査を進めた。（図

Tｌ－－－－Ｉ

１調査にいたる経緯

教育学部２号館の耐震補強工事計画として、以下の

工事計画が施設基盤部から埋蔵文化財調査室に提示さ

れた。

工事①：教育学部２号館の南北外壁３ケ所（南壁中

央部、北壁西部、北壁東部）への地中梁増

設で、外壁から1.65ｍ，深さ230cmの掘削

を行う。

工事②：教育学部２号館の外壁柱部への炭素補強に

伴う、外壁から1.5ｍ，深さ100cmの掘削を

行う。

工事③：教育学部２号館玄関西側部の増築で、外壁

から最大3.75ｍの範囲を80cm掘削。

この中で、工事②については、設計図にある建築時

の余掘り内に収まると予想できたが、工事①．③につ

いては、これまで建物余掘り範囲を把握できていない

ので、試掘調査を実施した。

１４)。

（１）１トレンチ（図15-①、写真２３．２４）

工事③（教育学部２号館玄関西側部の増築）に関わ

る調査区である。２号館建物に接してスロープがあり、

建物外壁から南へ２ｍ離れた地点に南北2.1ｍ､東西０．７

ｍのトレンチを設定した。

重機と人力によって団地造成士である城北団地基本

層序のＩ層を掘り下げ、現地表下70cmで近世～近代の

水田層である同Ⅱ層、１０５cmで同Ⅲ層、115cmで同Ⅳ層

が出土した。

Ⅱ層はⅡ‐１－①層とⅡ‐１－②層の２層に細分できる。

Ⅱ‐１－①層は灰黄褐色砂質土で、しまりがあり、径３

～７ｍの砂喋を多く含む。近世と考えられる土師器片

が２点出土した。Ⅱ‐１－②層は灰黄褐色砂質土で、Ⅱ

-1-①層より黄色みをおび、径２～８ｍの砂喋を多く

含む。Ⅲ層は暗褐色砂質土で、径４～５ｍの砂喋や円

牒が多く混じる｡弥生～古墳時代の遺物包含層である。

Ⅳ層は２層に細分できる。Ⅳ‐１層はにぶい黄褐色砂

質土で、径４～５ｍの砂喋が多く混じる。Ⅳ‐２層は

灰褐色砂層で、きめが粗い。径１～２cmの円喋が少量

混じる。Ⅳ層を150cmまで掘り下げたが、なおⅣ層が

続いている。

、

、

、

、

、

、

、

岸 声声戸戸一

図1400705調査地点位置図(縮尺１／500）
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トレンチ内では建物建設に伴う明確な余掘りライン

は確認できなかった。スロープあるいはコンクリート

の下部に余掘りラインがあるものと判断される。

（２）２トレンチ（図15-②、写真２５．２６）

工事①（教育学部２号館南壁中央部）に関する調査

区である。工事計画範囲内の植栽部分に設定した南北

約1.8ｍ、東西約1.0ｍのトレンチである。北壁際とト

レンチ中央部で配管があらわれ、かつコンクリート塊

等を含んだ埋め戻し土のため､掘り下げは十分でない。

トレンチ南西部を部分的に現地表下約150cmまで深掘

図1500705調査１～４トレンチ平面図・土層断面図（縮尺１／50）
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写真2300705調査１トレンチ遠景（南から）
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写真2500705調査２トレンチ遠景（西から）

写真2700705調査３．４トレンチ遠景（東から）

写真2900705調査４トレンチ（東から）
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Ⅱ2007年度実施の発掘調査
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写真2400705調査１トレンチ土層断面（東から）
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写真2600705調査２トレンチ土層断面（東から）

写真2800705調査３トレンチ±層断面（東から）

識韓哲

写真3000705調査５トレンチ遠景（北東から）



写真3100705調査５トレンチ土層断面（東から）

りを行ったが、やはり埋め戻し土が続く。中央部の管

路底より30cm以上低く、この管路埋設に伴う掘り形と

はみられない。また、２トレンチの東側に位置する

99805調査区では、現地表下約100cmまで撹乱がおよん

でいた。したがって、この地点では、植栽範囲内、す

なわち外壁から約26ｍまでが、教育学部２号館建築

時の余掘り内に収まるものと考える。

（３）３トレンチ（図15-③、写真２７．２８）

工事①（教育学部２号館北壁西部）に関する調査区

で、犬走りと側溝に接して南北2.0ｍ、東西約1.0ｍの

トレンチを設定した。ところが、現地表下約70cmで、

共同溝天井がトレンチ内北半にあらわれた。共同溝は

東西方向に走るが、教育学部２号館とはやや斜交し、

西側で建物寄りとなる。共同溝南側を現地表下約１６５

cmまで掘り下げたが、なお埋め戻し土が続く。この埋

め戻し土が、共同溝設置に関わるものか、教育学部２

号館建築に関わるものかは不明である。

（４）４トレンチ（図15-④、写真２７．２９）

３トレンチにおいて、教育学部２号館北側の余掘り

範囲が特定できなかったため、工事①（教育学部２号

館北壁東部）についても、別途調査区を設定すること

とした。工事地点は支障物が存在するため、東側に隣

接する地点に設定した。重機掘削直後、調査区東壁際

で南北の管路､北側でも東西方向の管路があらわれた。

さらに、現地表下40～60cmの位置には、北側に傾いた

トラフが調査範囲全面にあらわれ、これ以上の調査は

断念せざるを得ない状況となった。なお、調査範囲は

南北約1.6ｍ、東西約1.6ｍである。

（５）５トレンチ（図16、写真30～32）

４トレンチに替わり、工事①（教育学部２号館北壁

東部）の西側、教育学部２号館北側の犬走りと側溝に

2８

写真3200705調査５トレンチ東半部±層断面（東から）

接して南北約38ｍ，東西幅約1.1ｍで設けたトレンチ

である。

重機を用いてＩ層を掘り下げると、地表下25cmでト

レンチ中央部を東西に走るヒューム管が出土した。さ

らに、現地表下85cmまでＩ層を掘り下げると、建物外

壁から2.1ｍ以北でⅡ層が出土した。それ以南はＩ層

が全面に広がり、外壁から2.1ｍまでが建物余掘り範

囲と考えられる。トレンチ北部でⅡ層を掘り下げると、

現地表下108cmで自然流路と考えられるＳＲ－１が出土

した。ＳＲ－１の堆積状況の確認するため、トレンチ西

壁沿約20cmを現地表下125cmまで深掘りしたが、なお

SR-1の埋積土が続いている。

各層の詳細は以下の通り。団地造成以前の近世～近

代の水田層であるⅡ層は、Ⅱ‐１－①層～Ⅱ‐１－③層に

細分でき、いずれも水田耕作土である。Ⅱ‐１－①層は

灰オリーブ色シルトで径１ｍ未満の砂粒が混じる。Ⅱ

－１_②層はオリーブ色シルトで、径１mm前後の砂粒を

含む。Ⅱ‐１－①層に比して砂粒が多い。鉄分の沈着に

より一部黄色を呈する。Ⅱ‐１－③層は暗灰黄色シルト

で、径１mm未満の白色粒が少量混じる。

ＳＲ－ｌの埋土は確認部分のみでも、３層に細分が可

能である。SR-l-①層は黄灰色細砂で、暗灰黄色シル

トの径１cm前後の丸いブロックを少量含む。ラミナが

発達する。SR-l-②層は黄灰色砂喋層で、径１～５mm

の砂牒が主体となる。暗灰黄色シルトや明黄褐色シル

トのブロックなどを含む。ラミナが発達する。ＳＲ－ｌ‐

③層は黄灰色砂質土層で､径１～２ｍの砂粒からなる。

SR-1からは遺物が出土しておらず、詳細な時期の特

定は不可能だが、Ⅱ層下に堆積していることから、近

世以前の自然流路と考えられる。
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SR-1深掘り部分

３調査の成果

１トレンチでは、現地表下105ｃｍ

で弥生時代～古墳時代の遺物包含層

であるⅢ層があらわれた。２トレン

チ及び99805調査区の調査結果から、

教育学部２号館南側では、外壁から

2.6ｍまで建築時の余掘りがおよび、

埋蔵文化財は既に破壊されているも

のと考えられる。また、３～５トレ

ンチの調査結果から、教育学部２号

館北側では、外壁から2.1ｍまで建

築時の余掘りがおよび、埋蔵文化財

は既に破壊されている。

したがって、工事①については、

２～５トレンチの調査結果から、工

事計画範囲では既に埋蔵文化財は破

壊されているものと判断できる。工

事②については、前述したように、
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１調査にいたる経緯

附属図書館の耐震改修にあたっては、建物外壁５ケ

所への耐震ブレース設置、外壁各所への炭素材補強、

東壁北部のコンクリート壁部掘削、スロープ新設、建

物西側の増築、建物西側増築部への配管新設、附属図

書館と記念講堂の間の配管新設、附属図書館書庫と西

棟間の管路新設などの諸工事が計画されている。埋蔵

文化財調査室と施設基盤部の協議で、配管工事などに

ついてはできるだけ掘削深度を浅くすることで埋蔵文

2ｍ

２調査の記録

（１）１トレンチ（図１８、写真33～36）

附属図書館南壁への耐震ブレース設置工事に関わる

調査区である。植栽等の支障物により、本来の工事地

点の西側、南壁最西部のスパンに、南北約3.5ｍ、東

西幅約0.9ｍのトレンチを設けた｡建物外壁から南へ１．５

ｍの地点に、東西に走る縁石があることから、縁石を

挟んで南北を掘り下げた。

建物外壁から南へ2.8ｍまでの範囲は、重機ならび

に人力で造成土のＩ層を現地表下150cmまで掘り進め、

Ｉ層が続くことを確認した。建物外壁から南へ2.8ｍ

以南では、現地表下75cmで城北団地基本層序のⅡ層、

さらに'１０cmで同Ⅳ層を検出した。したがって、図書

教
育
学
部
２
号
館

調査面積

調査期間

調査種別

調査担当

調査補助

依頼文書
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試掘調査

田崎博之・吉田広・三吉秀充

宮崎直栄・漬田美加

施設基盤部長発事務連絡

(平成19年５月10日付）

化財への影響を極力抑えるよう努めることを依頼する

とともに、建物余掘り範囲の把握と掘削計画範囲の埋

蔵文化財の状況確認のため試掘調査を実施した。調査

地点は６ヶ所。調査順に１～６トレンチとした（図

１７)。

図1600705調査５トレンチ平面図･±層断面図(縮尺１／50）

事②については、前述したように、設計図にある柱基

礎の直上に収まり、建築時の余掘り内に収まる。工事

③については、掘削深度が現地表下８０cmまでであり、

１トレンチの調査結果から、工事によって埋蔵文化財

への影響はないものと判断できる。

（吉田・三吉）

OO706（城北団地）附属図書館耐震改修その他工事計画に伴う試掘調査

調査地点



Ｉ Ｉ

館建物建設に伴う余掘り範囲は、建物外壁から２８ｍ

までと考えられる。

トレンチ東壁を精査し、Ⅱ層とⅣ層の詳細観察を

行った。Ⅱ層は水田耕作土で５層に細分が可能である。

２９．００ｍ

Ⅱ－１－①層は、にぶい黄色砂質土で、径１～２mmの砂

喋が混じる。Ⅱ‐１－②層は灰黄色砂質シルトで、径１

mm前後の砂粒を含む。Ⅱ‐１－③層はにぶい黄色砂質シ

ルトで、径２mm前後の砂牒が混じる。鉄分の沈着層が
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図1700706調査地点位置図(縮尺１／1,000）

図1800706調査１トレンチ平面図･士層断面図(縮尺１／50）
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Ⅱ2007年度実施の発掘調査

見られる。Ⅱ‐１－④層はにぶい黄色シルトで、鉄分の

沈着により全体に赤みをおびる。径１ｍ前後の砂粒を

含む。Ⅱ‐１－⑤層は灰黄色砂質士で、径ｌ～２ｍの砂

粒が多く混じる。以上のⅡ層から出土した遺物は少な

い。その中で、Ⅱ‐１－③層から近世の瓦片が出土して

いることから、Ⅱ‐１－③層は近世以降の水田層と考え

られる。Ⅱ‐１－④．⑤層についても、同時期のものと

推測される。Ⅳ層は、にぶい黄色砂質土で、鉄分の沈

着により上層は赤みをおびる。層上部にはマンガンの

結核を含んでいる。

（２）２トレンチ（図１９、写真３７．３８）

附属図書館西側では、建物西側への増築工事と、増

築に伴う配管新設工事、そして外壁への耐震ブレース

設置及び炭素補強工事が計画されている。そこで、西

壁南端の１スパンに東西3.3ｍ、南北幅約１．１ｍのトレ

ンチを設定した。ただし、建物外壁から西へ１ｍの地

点に、南北に走る縁石があり、縁石を挟んで東西部分

を掘り下げた。

重機を用いて現地表下80cmまで掘り下げを行うと、

建物外壁から約2.1ｍ以西でⅡ層が出土した。それ以

東はＩ層が続くが､南北に走るヒューム管の掘り形は、

管にほぼ接する位置にあたり、管直下は東側の明らか

な埋め戻し土とは異なり、コンクリート塊等を含まな

い。同様の埋土をもつ落ち込みが西壁でも認められ、

東南東一西北西方向の撹乱が図書館建築に先行して存

在したと考えられる。建物外壁寄りでは、建物外壁か

ら西へ1.2ｍの縁石の下部で、現地表下１００cmまでコン

クリート塊等を含むＩ層が続く。以上のことから、建

物余掘り西端ラインは、外壁から1.2～1.7ｍまでの間

にあると考えられる。

Ⅱ層が出土したトレンチ西部は、Ⅱ層以下の堆積関

係の把握を目的として南壁にそって幅約50cmで深掘り

を行った。結果、Ⅱ層は現地表下１１０cmまで続き、直

下でⅣ層が出士した。Ⅳ層はさらに約20cm掘り下げて

いる。近世～近代の水田層のⅡ層は、２層に細分でき

る。Ⅱ‐１－①層は暗灰黄色シルトで、径ｌ～２ｍの砂

喋が少量混じる。Ⅱ‐１－②層は灰オリーブ色シルト。

径ｌ～２ｍの砂粒が多く混じる。鉄分の沈着により部

分的に明黄褐色を呈する｡いずれも水田耕作土である。

Ⅳ層は、明黄褐色砂質士でⅡ層からの沈着によりマン

ガンの結核がみられる。

（３）３トレンチ（図20、写真39～42）

附属図書館書庫と西棟間では管路の新設工事が２ヶ
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所で計画されている。東西約3.4ｍ、南北幅約0.9ｍの

トレンチを設定した。表土である造成土を掘り下げる

と、トレンチ内を南北に走る管路があり、トレンチ東

半部の管路の問で撹乱を受けていないⅡ層以下を確認

できた。

Ⅱ層は、現地表下約70～90cmの間に堆積し、①～③

層に細分できる。Ⅱ‐１－①層は、径１ｍ前後の砂粒や

Ⅳ層シルトの塊が混じる暗灰黄シルト質土で、粘'性が

ある。水田耕作土と考えられる。Ⅱ‐１－②層は、径１

ｍ以下の砂粒をやや含んだ黄灰色シルト質士。上面に

鉄分が沈着し、しまりがある。水田床士である。Ⅱ‐

１－③層は、径lnmn前後の砂粒を少し含んでしまりの

あるオリーブ褐色シルト質土。これらのⅡ層の下、

現地表下約90cm，標高約28.05ｍで城北団地基本層序

のⅢ層があらわれた。Ⅲ層は暗褐色砂質土で、径１～

２ｍの砂粒が混じりマンガン分の沈着が認められる。

ややシルト質含み､粘'性がある。撹乱部分を深掘りし、

Ⅲ層の厚さが約15cmであることと、以下にⅣ層を確認

した。Ⅳ層は黄褐シルト質士で、砂粒をほとんど含ま

ず、粘性がつよい。

建物建築時の余掘りについては、トレンチ東半部の

図書館書庫外壁から1.9ｍの位置で、Ⅲ．Ⅳ層を切り

込むラインを確認し、余掘りの掘り形と判断した。ま

た、トレンチ西半部の図書館西棟外壁から約2.7ｍの

位置でⅡ層を切り込むラインを確認し、余掘り範囲を

図1900706調査２トレンチ平面図･土層断面図
（縮尺１／50）
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図2100706調査４トレンチ平面図｡土層断面図

（縮尺１/50）
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示すものと判断した。

（４）４トレンチ（図21、写真43.44）

附属図書館北東部では、北壁への、･震ブレース設置

工事とスロープ新設工事が計画されており、北壁東端

のスパンに南北2.0ｍ、東西幅1.0ｍで設定した。

重機を用いて現地表下約50cmまで掘り下げを行う

と、建物建設時の余掘りが、建物外壁から1.4ｍの位

置に認められた。それ以北では、基本層序Ⅱ層が広が

り、現地表下70cmでⅢ層があらわれた。Ⅲ層の層厚な

らびにⅣ層の状況を確認するため、トレンチ西壁に

沿って幅20cmを深掘りした。Ⅲ層は約20cmの厚さを測

り、現地表下95cmでⅣ層が出土した。

Ⅱ層は黄褐色砂質シルトで、わずかに灰色みをおび

る。下部に径３～５ｍの榛がやや多く混じる。Ⅲ層は

暗褐色砂質土で、径１～３，mの砂牒をやや多く含み、

径３cm大の円喋も見られる。Ⅳ層は、Ⅳ-①層とⅣ_②

層からなる。Ⅳ-①層はにぶい黄褐色砂質土。Ⅳ-②層

はにぶい黄褐色砂層で、Ⅳ-①層より砂性が強く、薄

く褐色がかる。

（５）５トレンチ（図22-①、写真45.46）

附属図書館東側では、建物東壁への耐･震ブレース設

置、東壁北部のコンクリート壁部掘削、附属図書館と

記念講堂の間での配管新設の諸工事が計画されてい

る。そこで、建物東壁の中央部に東西28ｍ，南北1幅1.2

ｍのトレンチを設定した。ただし、建物外壁から1.0

ｍの地点に、東西方向にのびる縁石があるため、縁石
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図2000706調査３トレンチ平面図｡土層断面図（縮尺１/50）

を挟んで東西を掘り下げた。

建物外壁から19ｍまでの範囲は、現地表下95～１１５

cmまで、重機ならびに人力で掘り下げを行い、基本層

序Ｉ層が続くことを確認した。管路なども見あたらな

いことから、建物建設に伴う余掘り範囲と考えた。余

掘り範囲外であるトレンチ東部では、現地表下70cmで

Ⅱ層、さらに75cmでⅢ層があらわれた。Ⅲ層の残存状

況把握のため、トレンチ北壁、南壁に沿ってそれぞれ
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写真4000706調査３トレンチ全景（北東から）
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Ⅱ2007年度実施の発掘調査

写真3900706調査３トレンチ遠景（北から）
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写真3500706調査１トレンチ北半部±層断面（西から） 写真3600706調査１トレンチ南半部土層断面(北西から）

写真3700706調査２トレンチ遠景（北西から） 写真3800706調査２トレンチ土層断面（北から）



写真4100706調査３トレンチ東半部士層断面（北から） 写真4200706調査３トレンチ西半部±層断面(北から）

写真4300706調査４トレンチ遠景（北東から） 写真4400706調査４トレンチ土居断面（北東から）
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写真4500706調査５トレンチ遠景（南東から） 写真4600706調査５トレンチ全景（南東から）
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ｍ，東西約1.3ｍの範囲に６トレンチを設定した。

ただし、植栽等のために本来の工事地点の東側に

ンチを設定するとともに、建物外壁から0.85ｍの

たたし、槌栽等のために本来の工事地点の東側にトレ

ンチを設定するとともに、建物外壁から0.85ｍの地点

に東西方向に走る縁石を挟んで南北を調査することと

なった。

建物外壁から2.5ｍまでの範囲は、現地表下100～

130cmまで掘り下げを行い、基本層序であるＩ層が続

くことを確認した。管路設置などに伴う撹乱層は見ら

れないことから、建物建設に伴う余掘り範囲と考えら

れる。余掘り範囲外であるトレンチ南部では、現地表

下63cmでⅡ層、さらに93cmで自然流路と考えられる

縁石
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図2200706調査５．６トレンチ平面図｡土層断面図（縮尺１/50）

約20cm幅で帯状に深掘りを行った。南壁際では約20ｃｍ

の厚さのⅢ層下でⅣ層が出土し、北壁際では約20cm掘

り下げてもⅢ層が続く。

Ⅱ層はオリーブ褐色砂質シルトで、近世～近代の水

田層である。Ⅲ層は黒褐色砂質シルトで、径１～３ｍｍ

の砂牒が多く混じり、径５mmの炭化物片をごく少量含

む。トレンチ内の南北で層厚が異なることから、Ⅲ層

は弥生～古墳時代の遺構埋土である可能性が高い。

（６）６トレンチ（図22-④、写真４７．４８）

附属図書館南側の外壁には耐震ブレースが設置され

る計画で、南壁最東部のｌスパンに設定した南北3.8
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SR-1、103cmでⅢ層、120cmでⅣ層を検出した。

Ⅱ層は近世～近代の水田層で、２層に細分できる。

Ⅱ‐１－①層はオリーブ褐色シルト。しまりがあり、や

や粘性がある。Ⅱ‐１－②層は暗オリーブ褐色砂質シル

トで、灰色みがⅡ‐１－①層よりやや強い。いずれも水

田耕作士である。ＳＲ－１埋土は、暗灰黄色砂で、径５

～１０mmの円篠を多く含む。層上部は黄色みが強く、細

砂が中心で、径１～３ｍの篠を多く含む。層下部は粗

砂が堆積する。出土遺物がないため、時期を特定でき

ないが、層位関係から近世以前の自然流路と考えられ

る。Ⅲ層は暗褐色粘質シルトで、きめが細かい。砂喋

をほとんど含まない。Ⅳ層はオリーブ褐色シルトで、

きめが細かく、砂喋をほとんど含まない。

Ｓ調査の成果

附属図書館周辺は、北に埋没旧河道をひかえる微高

地の北縁部にあたり、今回の各調査区では城北団地基

本層序のⅢ層ないしⅣ層が安定的に出土した。Ⅲ層は

弥生時代～古墳時代の遺物包含層であり、Ⅳ層も周辺

で縄文時代の遺物が出土している。一方、微高地縁辺

部から旧河道にかけては、古代後半～中世前期に水田

が造成されたことを文京遺跡18次調査Ａ区と25次調査

区で面的に確認しているが、今回の各調査区では、そ

の時期まで遡る水田層は確認できなかった。附属図書

館周辺の城北団地基本層序のⅡ層は、いずれも近世以

降の水田層とみられる。

また、附属図書館南側西部では、ｌトレンチの調査

結果から、建物外壁から2.8ｍまで建築時の余掘りが

および、埋蔵文化財は既に破壊されている。ただし、

余掘り外では、現地表下１１０cmに縄文時代の遺物包含

層が存在する。附属図書館西側では、２トレンチの調

査結果から、建物外壁から1.2ｍまでは建築時の余掘

りがおよび、埋蔵文化財は既に破壊きれている。ただ

し、余掘り外では、現地表下110cmに縄文時代の遺物

包含層が存在する。附属図書館北西部の書庫と西棟間

では、３トレンチの調査結果から、書庫側の余掘りが

外壁から1.9ｍ，図書館西棟の余掘りが外壁から2.7ｍ

までおよび、埋蔵文化財は既に破壊されている。ただ

しその間は、現地表下90cmに弥生～古墳時代の遺物包

含層であるⅢ層が残存している。附属図書館北側東部

では、４トレンチの調査結果から、建物外壁から1.4

ｍまで建築時の余掘りがおよび、埋蔵文化財は既に破

壊されている。ただし、余掘り外では、現地表下約７０

cmに弥生時代～古墳時代の遺物包含層が存在する。附

属図書館東側では、５トレンチの調査結果から、外壁

から1.9ｍまで建築時の余掘りが及び、埋蔵文化財は

既に破壊されている。ただし、余掘り外では、現地表

下75cmに弥生時代～古墳時代の遺物包含層が存在す

る。また、附属図書館南側東部では、６トレンチの調

査結果から、建物外壁から2.5ｍまで建築時の余掘り

がおよび､埋蔵文化財は既に破壊されている。ただし、

余掘り外では、現地表下93cmに近世以前の自然流路が

存在する。

以上から、計画されている諸工事の中で、附属図書

館西側の増築工事については、建物外壁から約2.8ｍ、

深さ150cmの掘削が計画されており、埋蔵文化財に影

響があるものと判断する。また、配管新設工事につい

ても、掘削計画が深さ80cmまでであり、埋蔵文化財に

影響がおよぶと考えられる。一方、附属図書館書庫と

西棟間での管路新設工事では、南側では深さ105cmま

での掘削、北側でも深さ90cmまでの掘削が計画されて

おり、これについても埋蔵文化財に影響がおよぶと判

断する。（吉田・三吉）

OO707（城北団地）共通教育管理棟耐震改修その他工事計画に伴う試掘調査

調査地点

調査面積

調査期間

調査種別

調査担当

調査補助

松山市文京町３番

愛媛大学城北団地

27.8㎡

2007年５月21～30日

試掘調査

田崎博之・吉田広・三吉秀充

宮崎直栄・漬田美加

3６

依頼文書施設基盤部長発事務連絡

（平成19年５月10日付）

１調査にいたる経緯

共通教育管理棟の耐震改修は、第１期工事として

2007年度に東棟北半部と北棟・西棟建物について、西

棟西側、北棟北南側、東棟東西側での耐震補強基礎設



９９１０３－１

口
’一一一一ー一一一

Ⅱ2007年度実施の発掘調査

ｇ９９６ｇ４ｐｌ

3７

Ｎ Y＝-６７２００ Y＝-６７１５０ Y＝-６７１００

綴

9９７１５－１

99909r4国

置、中庭西部での渡り廊下増築、北東角部の増築、東

棟中庭側と東側のスロープ設置、東棟から共同溝まで

の電気配管及び給水管の新設、建物北東部での排水管

新設の諸工事が計画されている。埋蔵文化財調査室と

施設基盤部の協議で、配管工事などについてはできる

だけ掘削深度を浅くすることで埋蔵文化財への影響を

極力抑えるよう努めることを依頼するとともに、建物

余掘り範囲の把握と掘削計画範囲の埋蔵文化財の状況

確認のため試掘調査を実施した｡調査地点は７ヶ所で、

調査順に１～７トレンチとした（図23)。
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２調査の記録

これまで共通教育管理棟周辺では、外灯基礎工事や

情報通信設備工事に伴う小規模で部分的な調査(99212

調査２トレンチ、99902調査６～８．１３トレンチなど）

しか実施されていなかった。比較的大きな調査区を設

定して土層堆積状況を確認できたのは、中庭で実施し

た文京遺跡15次調査４トレンチ（調査番号：99602-4）

ｌ
↓
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

である。この１５次調査４１､レンチでは、造成土である

Ｉ層を除去すると、団地造成以前の水田層であるⅡ層

があらわれた。さらに、Ⅱ層の下層にも水田層と考え

られるⅡ，層を確認できた（図24-①)。

そこで、今回の調査では、まず中庭西部の渡り廊下

増築工事範囲の１トレンチにおいて、建物余掘り範囲

を把握するとともに、土層堆積状況を再確認すること

とした。その結果、後述するように、１５次調査４トレ

ンチのⅡ層とⅡ，層に対応する土層があらわれ、Ⅱ'層

に対応する土層は、文京遺跡１８次調査で出土した古代

～中世前期の水田層（18次調査Ⅱ‐２層）と共通する

土質と堆積状況を示すことも再確認できた。そこで、

今回の調査では、１５次調査４トレンチのⅡ層に対応す

る土層をⅡ‐１層、Ⅱ，層に対舎応する部分をⅡ‐２層と

した。さらに、１５次調査４トレンチⅡ，層の下層でみ

られたＶ層とした土層は、ラミナが発達する流水堆積

物であることを確認できたので、自然流路SR-1とし

た。このSR-1は、文京遺跡18次調査Ａ区の自然流路

(南棟）

9４

999EF5

９

Ｌ

文京１８次ｉ’１

….ｌ灘妙池’

９９０２－４

国

０



ﾄー

２８．００ｍ

卜 共
通
教
育
管
理
棟
建
物

／

Ｉ

デ ー－－－斤r一＝ーーーーー一二一

､０７０７調沓Ⅲ

3８

②層】【】（

③｡④届/【

Ｖ(00707調査ＳＲ－１と対応）

ｍ
ｎ
）
（
Ｕ

（
ご
っ
』

共
通
教
育
管
理
棟
建
物

図2400707調査１～３トレンチ平面図･士層断面図及び文京遺跡１４次調査±層断面図（縮尺１/50）
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SR-400につながるものである（図24_①．②)。

以上、今回の調査では、１トレンチの造成士層であ

るＩ層、団地造成以前に営まれた近世～近代の水田層

のⅡ‐１層、古代～中世の水田層の可能性が高いⅡ－２

層、その下層の自然流路の堆積物に、団地全域での基

本層序Ⅳ層を加えた層準を基準として、共通教育管理

棟周辺の１～７トレンチの土層観察を進めることとし

た。ただし､各調査区で観察できたⅡ‐１層、Ⅱ‐２層、

SR-lを構成する細別層位は、各トレンチでの分層で

ある。

（１）１トレンチ（図24-②、写真49～52）

前述したように、ｌトレンチを共通教育管理棟の中

庭西部に設定した。これは中庭西部での渡り廊下増築

工事に関わる調査区である。

トレンチ西端で、建物余掘り部分を確認できた。そ

の範囲は、外壁から1.5ｍまでである。土層断面を観

察すると、造成士層であるＩ層の下には、水田層とラ

ミナを含む砂喋層が縞状に互層堆積している。その中

でも、上部と下部では水田層の土質が異なるので、Ⅱ

－１層とⅡ‐２層に区分した。また、トレンチ東端部分

では、Ⅱ‐２層を掘り抜き、下層の土層を確認したと

ころ、ラミナが発達した砂牒層があらわれ、ＳＲ－１と

した。各土層の構成と特徴は以下の通りである。

Ｉ層は造成土層。Ⅱ‐１層は団地造成以前の近世～

近代の水田層である。Ⅱ‐１層は中位に砂喋層が挟ま

る。上部の水田層をⅡ‐１－①層､砂喋層をⅡ‐１－②層、

その下層の水田層をⅡ‐１－③層とした。Ⅱ‐１－①層は

砂喋混じりの灰黄色シルト士層で、土壌化が進み撹枠

されている。全体にしまりがない。Ⅱ‐１－②層は灰褐

色シルト及び微細砂のラミナを観察でき、かなりゆる

やかな増水で堆積した砂喋層と考えられる。Ⅱ‐１－③

層は、砂喋混じりの灰色シルト士層である。士壌化が

進み撹枠されている。上層のⅡ‐１－②層とは層界部が

凹凸のある不整合面をなす。また、下層のⅡ‐２－①層

との層界部も凹凸が著しい。中位より若干上部と最下

部にマンガンの沈着層がほぼ水平に帯状にのびる。数

枚の水田層の集積が考えられる。ただし、水田面は最

上部のみが残り、他はより上層の水田耕作で削平され

ているものと考えられる。

Ⅱ‐２層は、標高27ｍ前後から下層でみられ、砂喋

層と水田層が縞状に堆積する。最上部の砂喋層をⅡ‐

２－①層として、以下Ⅱ‐２－④層まで分層した。Ⅱ‐２

－①層は灰オリーブ色砂喋層で、径１，前後の小喋が

3９
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多く混じり、シルトや細砂のラミナが観察できる。Ⅱ

-2-②層は水田層で、砂喋まじり灰色シルト土層。土

壌化が進み、撹拝が著しい。１５次調査４トレンチⅡ'‐

１層に対応する。上面は土層のⅡ‐２－①層と不整合面

をなし、トレンチ西側では畦状の高まりを確認できた。

また、下面も凹凸がある。Ⅱ‐２－③．④層は、１５次調

査４トレンチⅡ，‐２層に対応する。Ⅱ‐２－③層は、灰

オリーブ色砂喋層で、径１ｍ前後の小牒が比較的多い

が、粗砂が主体を占める。その中に、微細砂やシルト

のラミナが発達する。Ⅱ‐２－④層は、砂喋混じりの灰

オリーブ色シルト土層で、上面は不整合面をなす。上

半部の１０cmほどは、かなり撹拝され、土壌化が進み、

砂牒も少ない。これに対して、下半部は径１～２ｍの

砂喋が多く混じる。

ＳＲ－１の堆積層は①～③層に分層できる。SR-l-①

層は径１～2ｍほどの灰白色砂喋層で、微細砂のラミ

ナが発達する。SR-1-②層は、灰色砂牒層で、径ｌ～

３ｍの篠が縞状に堆積する。SR-1-③層は、灰オリー

ブ色砂喋層で、微細砂や細砂がほぼ水平に縞状に堆積

する。

（２）２トレンチ（図24-③、写真５３．５４）

共通教育管理棟北棟と東棟の中庭側では耐震補強基

礎設置と、東棟から中庭側にのびるスロープ設置が計

画きれており、２トレンチを中庭の北東部に設定した。

造成士層であるＩ層の下層に、１トレンチと対応す

るⅡ‐１層、Ⅱ‐２層、ＳＲ－１があらわれた。しかし、

調査の目的であった建物余掘り部分は、トレンチ内で

は検出できなかった。余掘り範囲は、外壁から0.7ｍ

以下と判断した。

Ⅱ‐１層は、①～⑤層に分層できる。Ⅱ‐１－①層は、

浅黄色シルト士層で､径２～３ｍの砂喋が多く混じる。

Ⅱ‐１－②層は灰オリーブ色シルト土層で、径１～２ｃｍ

の円喋が混じる。①層に比べて砂喋が少ない。Ⅱ‐１‐

③層はオリーブ黄色シルト土で、径１ｍ前後の白色操

が混じる。上部は鉄分の沈着により赤みをおびる。Ⅱ

-1-④層は灰オリーブ色砂篠層で、径１～２ｍの白色

操が主体を占める。Ⅱ‐１－⑤層は灰オリーブ色シルト

土層。径１～２ｍの白色喋が少量混じる。上部は鉄分

の沈着によって赤みをおびる。

Ⅱ‐２層は、１トレンチと同じく、標高27ｍ前後か

ら下層でみられる。砂喋層であるⅡ‐２－①層と、水田

層のⅡ‐２－②層から構成される。Ⅱ‐２－①層は灰色砂

喋で、粗砂と径ｌ～３ｍの小喋のラミナが発達する。



写真4900707調査１トレンチ遠景（東から） 写真5000707調査１トレンチ全景（北西から）

写真5100707調査１１､レンチ東端土層断面（北から） 写真5200707調査１１､レンチ西半部土層断面(北東から）

写真5300707調査２トレンチ全景（北から） 写真5400707調査２トレンチ西半部土層断面(北から）

写真5500707調査３トレンチ遠景（南から） 写真5600707調査３トレンチ±層断面（西から）
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Ⅱ‐１層は、①～⑤層から構成される。Ⅱ‐１－①層

はオリーブ褐色砂質土で、１～３ｍ大の角操が多く混

じる。Ⅱ‐１－②層はオリーブ褐色砂質士。Ⅱ‐１－①層

とほぼ同質であるが、粘‘性がやや強い。径１～３ｍの

角喋が多く混じる。Ⅱ‐１－③層は、オリーブ褐色砂質

土で、粘性はⅡ‐１－②層よりも強い。２～３ｍ大の角

喋が少量混じる。Ⅱ‐１－④層はオリーブ褐色砂質土で、

やや黄色みをおびる。部分的に粘‘性をおびた部分があ

る。２～３ｍ大の篠が少量混じる。全体的にしまりが

ない。Ⅱ‐１－⑤層はオリーブ褐色砂質士で、１～５ｍ

大の角喋がかなり多く混じる。しまりのない土質であ

る。

Ⅱ‐２層は砂喋層である①．③層と、水田層の②．

④層から構成される。Ⅱ‐２－①層は、ほぼ標高27ｍで

あらわれた。オリーブ褐色砂喋層で、１～５ｍ大の角

喋がかなり多く混じる。Ⅱ‐２－②層はオリーブ褐色砂

質土層で､２～６ｍ大の角喋が少量混じる。土壌化し、

撹祥も著しく、ねばりやしまりがある粘‘性の強い土層

である。Ⅱ‐２－③層はオリーブ褐色砂喋層。Ⅱ‐２－④

層はオリーブ褐色砂質土で、粘‘性が強く、しまりがあ

る。土壌化が進む。

（４）４トレンチ（図25-①、写真５７．５８）

北棟北側の耐震補強基礎設置にかかわって、共通教

育管理棟北棟の北壁沿いの西部に４トレンチを設定し

Ⅱ‐２－②層は灰オリーブ色砂質シルト土層。径１～３

ｍの喋が混じる。下部には鉄分の沈着層が部分的にみ

られる。士壌化するとともに撹拝されているので、水

田層と判断した。

Ⅱ‐２層下では、１トレンチと同じく、ラミナが発

達した砂喋層があらわれ、１トレンチのSR-1と同じ

自然流路の堆積物と判断した。ＳＲ－１の堆積層は、①

～③層から構成される。ｓＲ１－①層は灰オリーブ色砂

層。径１ｍ前後の砂粒からなる。上層のⅡ－２_②層の

水田の影響を受けて鉄分の沈着層がみられる。ＳＲ－１－

②層は灰オリーブ色砂喋層。①．③層より篠の粒径が

大きい。SR-1-③層は灰オリーブ色砂層。径１ｍ未満

の砂粒から構成される。

（３）３トレンチ（図24-④、写真５５．５６）

北棟南側と東棟西側での耐震補強基礎設置工事にか

かわって、共通教育管理棟中庭の北部のほぼ中央に３

トレンチを設定した。

造成士層であるＩ層の掘り下げ中に、東西方向にの

びる配管がみつかり、トレンチの北半部だけを深掘り

して調査を進めた。ここでも、１．２トレンチと同じ

く、造成土層であるＩ層の下層に、Ⅱ‐１層とⅡ‐２層

に対応する土層があらわれた。ただし、建物余掘り部

分はトレンチ内では検出できなかった。余掘り範囲は

外壁から0.7ｍ以下と判断できる。

共
通
教
育
管
理
棟
建
物

図2500707調査４．５トレンチ平面図･土層断面図（縮尺１/50）
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写真5700707調査４トレンチ遠景（北東から）

写真5900707調査５トレンチ遠景（北西から）

た。コンクリート析に挟まれており、造成土層のＩ層

を掘り下げ中に東西方向の配管があらわれたため、ト

レンチの南半部を人力で深掘りして、建物余掘り範囲

と、土層の堆積状況の確認を行った。ただし、余掘り

部分と考えられる土層は、トレンチ内では確認されて

いない。余掘り範囲は、外壁から0.65ｍ以下と判断で

きる。

一方、トレンチの南壁と西壁で、土層の堆積状況を

観察した。Ｉ層下では、Ⅱ‐ｌ層、Ⅱ‐２層、ＳＲ－ｌに

対応する堆積層を確認できた。

Ⅱ‐１層は浅黄色シルト土層で、砂篠が多く混じる。

Ⅱ‐２層は、標高27ｍより若干上位で確認でき、ラミ

ナがみられる砂喋層の①．③層と、水田層である②．

④層から構成される。Ⅱ－２_①層は灰色砂喋層。Ⅱ‐

２－②層は砂操混じりの灰オリーブ色砂質シルト土層。

Ⅱ‐２－③層は灰色砂喋層。Ⅱ－２_④層は砂牒混じりの

灰オリーブ色砂質シルト土層である。

Ⅱ‐２層下では灰色粗砂層があらわれた。ラミナが

発達しており、他のトレンチでも確認できたSR-1の

堆積物と考え、SR-l-①層とした。

4２

写真5800707調査４トレンチ土層断面（北から）

写真6000707調査５トレンチ±層断面（東から）

（５）５トレンチ（図25-②、写真５９．６０）

５１､レンチは、北棟北側での耐震補強基礎設置にか

かわって、北棟の北壁沿いほぼ中央に設定した調査区

である。造成土層であるＩ層を掘り下げ中に東西方向

にのびる３本の配管があらわれたため、トレンチの南

半部を深掘りして、建物余掘り範囲と、土層の堆積状

況の確認を進めることとした。ただし、余掘り部分と

考えられる土層は、トレンチ内では確認されていない。

余掘り範囲は、４トレンチと同じく、外壁から0.65ｍ

以下と判断できる。

５トレンチでは、トレンチ西壁で土層の堆積状況を

観察した。Ｉ層下では、Ⅱ‐１層、Ⅱ‐２層に対.応する

堆積層を確認できた。

Ⅱ－１層は、①～⑤層から構成される。Ⅱ‐１－①層

は灰オリーブ色シルト土層｡径１～10mmの篠が混じる。

Ⅱ‐１－②層は灰オリーブ色シルト土層で、①層と比べ

て砂牒は少ない。Ⅱ‐１－③層は､オリーブ黄色砂操層。

径１～２mmの篠を主体とし、部分的にラミナがみられ

る。層全体に鉄分が沈着しているため､赤みをおびる。

Ⅱ－１_④層は灰色シルト土層で、径１～２，１の白色篠
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“ 鯨堀が少量混じる。Ⅱ‐１－⑤層は灰オリーブ色シルト土層。

径２ｍの篠が混じる。上部を中心として帯状に鉄分が

沈着して赤みをおびる。

Ⅱ‐２層は、４トレンチと同じく、標高27ｍよりも

若干上位であらわれた｡ラミナがみられる砂喋層の①．

③．⑤層、土壌化して撹枠された痕跡をもち水田層と

考えた②．④．⑥層が縞状に互層堆積する。Ⅱ‐２－①

層は、砂篠混じりの灰色シルト土層。径１ｍの操が多

く混じり、ラミナが認められた。Ⅱ‐２－②層は、にぶ

い黄色シルト土層で､鉄分の沈着により赤みをおびる。

径１，前後の小喋が少量混じる。Ⅱ－２_③層は灰オ

リーブ色砂層で、径１ｍの小喋が主体を占める。Ⅱ‐

２－④層は灰オリーブ色シルト土層で、径ｌ～２ｍの

操が混じる。Ⅱ‐２－⑤層は灰オリーブ砂喋層で、径１

～２ｍの白色篠から構成されている。Ⅱ‐２－⑥層は灰

オリーブ色シルト土層で、径１～２ｍや径１cmの白色

篠が混じる。

Ⅱ‐２層下では、オリーブ黄色砂層があらわれた。

他のトレンチでも確認できているＳＲ－ｌの堆積物の一

部と判断し､SR-1-①層とした。砂粒のきめは細かい。

上層のⅡ‐２層の水田層の影響を受けて、鉄分が沈着

しており、全体に赤みをおびる。

（６）６トレンチ（図26、写真61～66）

共通教育管理棟の東棟北半部の東側では、東壁沿い

の耐震補強基礎設置、東棟北東角部の増築、東棟から

共同溝までの電気配管と給水管・排水管の新設工事が

計画されている。そこで、東棟北半部で共同溝までの

調査区を設定し、６トレンチとした。トレンチの西端

は、建物沿いの犬走り部分までであるが、建物余掘り

部分と考えられる士層は確認できなかった｡そのため、

余掘り範囲は、４．５トレンチと同様に、外壁から0.75

ｍ以下と判断できる。

トレンチ全体で、造成士層のＩ層、Ⅱ‐１層、ＳＲ‐

１に対応する士層があらわれ、Ⅱ‐２層はみられない。

さらに、ＳＲ－ｌ下面では、団地全域における基本層序

であるⅣ層を検出した。トレンチ東端の共同溝余掘り

壁を観察すると、Ⅳ層中に土壌化した土層を確認でき

たので、その堆積状況を把握するため、トレンチ東端

の北壁沿いを幅15cmほど帯状に深掘りした。また、プ

ラント・オパール分析試料を採取した。

Ⅱ‐１層、ＳＲ－１、Ⅳ層の堆積土層は、以下のよう

な特徴をもつ。

Ⅱ‐ｌ層は、①．③．⑤．⑦層の水田層と、ラミナ
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写真6500707調査６トレンチ東端士層断面(南から）

写真6800707調査７トレンチ土層断面（南から）写真6700707調査７トレンチ遠景（南西から）

写真6600707調査６トレンチ東端土壌採取(南東から）



⑥

⑦

がみられる砂喋の②｡④．⑥層が縞状に互層堆積する。

Ⅱ‐１－①層は灰オリーブ色砂質シルト土層で、径１～

２mmの小喋が少量混じる。下部には床士層が形成され

ている。Ⅱ‐１－②層は灰オリーブ色砂喋層で、径１～

２ｍの砂喋からなる。ラミナが発達する。Ⅱ－１_③層

は灰オリーブ色シルト士層。径１～２ｍの小喋が混じ

る。Ⅱ‐１－④層は灰色砂喋層。径ｌ～２ｍの繰が主体

を占め､ラミナがみられる。調査区全面には広がらず、

途切れながら部分的にみられる程度である。Ⅱ‐１－⑤

層はオリーブ黄色シルト層で、径１ｍほどの小喋が少

量混じる。下部には鉄分の沈着層がみられる。Ⅱ‐ｌ‐

⑥層は灰色砂喋層で、径２ｍ未満の藤が多く混じる。

ラミナが部分的にみられる。中世の三足土鍋の脚部破

片が出土した。Ⅱ‐１－⑦層は暗灰黄色シルト士層で、

径１～２ｍや径５，前後の榛が多く混じる。

ＳＲ－１に対応する砂篠層は、他のトレンチと比べて、

検出した標高は高い。SR-l-①層は灰黄色の砂喋層で、

径５ｍまでの篠や粗砂からなる。細かな微細砂やシル

トのラミナが点々とみられる。SR-l-②層は、トレン

チ東端だけでみられる。暗灰色の細砂や粗砂からなる

砂層で、ラミナが発達する。

Ⅳ層は、①～⑤層で構成される。Ⅳ-①層は、トレ

ンチ全面に広がり、明黄褐色砂質シルトである。Ⅳ‐

②層と比べて若干粘性をおびる。Ⅳ-②層は、トレン

チ東端と西端で確認できた。灰黄色～浅黄色の細砂や

微細砂からなる砂層で、上半部を中心としてマンガン

が帯状に沈着する。Ⅳ-③層は、灰色～灰黄色のシル

トや微細砂のラミナが縞状に互層堆積する。下部のⅣ

-④層との境界付近から縄文後期の条痕調整を施す深

鉢胴部の破片が出土した。Ⅳ-④層は淡褐色砂質土層

で、微細砂が主体を占める。土壌化が進むとともに、

下部に堆積したⅣ-⑤層の径2.5ｍほどの小塊が混じり

込み、撹枠されているものと考えた。Ⅳ-④層は北東

にむかって緩やかに落ち込んでいく。Ⅳ-⑤層は灰黄

色～灰色の微細砂層で、ラミナが発達する。以上のⅣ

層を構成する士層で、Ⅳ-③～⑤層には炭化物片が混

じり、とくにⅣ-④層の土壌化した層に多い。

（７）アトレンチ（図27、写真６７．６８）

共通教育管理棟西棟西側でも耐震補強基礎設置工事

が計画されており、西棟中央の通路の出入り口部分に

７トレンチを設定した。当初予定していたより範囲は

狭くなり、東西1.3ｍ、南北1.0ｍのトレンチである。

共通教育管理棟の余掘りは、アスファルト直下の砕
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石と真砂土層を切って掘り込みラインが認められ、以

下掘り下げを行った現地表下約180cmまで続く。外壁

からは1.5ｍの位置である。

一方、共通教育管理棟建築時の撹乱がおよんでいな

い調査区西半では、深さ約60cmのＩ層の下で、水田関

連土層のⅡ層と砂繰層があらわれた。この中で、標高

27ｍより若干下位で確認した砂牒層以下がⅡ－２層に

対応すると考えられる。また、Ⅱ‐２層下では、砂篠

層があらわれ、他のトレンチのSR-lと対応する堆積

土層と判断した。

造成土層であるＩ層以下のⅡ‐１層、Ⅱ‐２層、ｓＲ

ｌを構成する堆積士層は、次の通りである。

Ⅱ‐１層は、①～③層から構成される。Ⅱ‐１－①層

は暗灰黄色砂質シルト土層で、径５ｍまでの操が混じ

る。しまりはやや弱い。水田層である。Ⅱ‐１－②層は

褐灰色砂質シルト士層で、径５ｍまでの篠が少量混じ

る。上面に鉄分が沈着する。西壁に幅約30cm、深さ約

５cmの落ち込みを確認した。水田層。Ⅱ－１_③層は黄

褐色砂質土層。径５ｍまでの操がやや多く混じる。鉄

分が斑状に沈着し、シルト質が混じり、しまりがある。

上層のⅡ‐１－②層の床士層部分と考えた。

Ⅱ‐２層は､①～⑦層から構成される。この中で､①．

④．⑥層は砂篠層、③．⑤。⑦層は水田層で、これら

図2700707調査７トレンチ平面図･土層断面図
（縮尺１/50）
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